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社団法人日本林業技術協会ひろなかよしお

理事長弘中義夫

去る5月26日に開催されました第54回通常総会におきまして，社団法人日本林業

技術協会の理事長に選任されました。たいへん光栄に存じますとともに責任の箪さを

痛感しています。当協会は，林業技術の発達普及および宣伝を図ることを目的とする

歴史と伝統を有する社団法人であり，研究者，行政官，林業経営者はもとより森林・

林業に関係する者，関心を有する者を幅広く会員としております。これまで長年にわ
いしずえ

たって三澤理事長をはじめ歴代の諸先輩の築かれた業紙を損なうことなく，これを礎

としてさらに発展すべく鋭意努力してまいる所存でありますが，もとより浅学非才の
べんたつ

身でありますので会員の皆様のご指導，ご鞭燵をお願い申し上げます。

ところで，地球環境の保全が人類共通の課題として認識され，このために森林の果

たす役割がますます重視されてきています。しかしながら，わが国はもとより世界の
こた

森林・林業を取り巻く状況はますます厳しく，これを打開し国際的な期待に応えるた

めには，さまざまな経済社会条件の下で現地に適用可能な林業技術の開発普及が待た

れています。

例えば，持続可能な森林経営は，水土の保全，生物多様性の保全，森林生産物の持

続的利用などが確保されることが求められております。このため，わが国では複層林

施業，育成天然林施業などの非皆伐施業が提唱されていますが，なかなか現地には定

着させることが困難な状況です。また，森林の保全を担う林業経営については，木材
；よたん

価格の下落，林業労働力の老齢化・減少などにより経営が破綻し，放棄されている森

林も少なくありません。これに対して省力化林業等についていろいろと提案されてい
い虫

ますが，具体的成果のある技術体系が未だ確立されるに至ってはおりません。さらに，

地球温暖化防止の観点からは，森林の保全・造成と同様に再生産可能な木材の利用が

炭素固定に寄与するといわれていますが，このためには，木材の生産，加工，利用，

廃棄のすべての過程で環境に配慮されたものでなければならず，総合的な利用技術の

研究開発が必要です。

このように，林業技術の研究附発ならびに普及定着を|※|るべき課題は多々あるとこ

ろであり，当協会の果たすべき責務は極めて重大であると考えます。また，これらの

課題は技術の開発が行われれば現場で実施されるというものではなく，行政による支

援，現場への普及活動等があって初めて実現されるものであります。この点について

も，科学技術に立脚する林業政策への貢献および推進林業技術の普及を任務とする

当協会としましては，林業技術に蕊打ちされた林業政策への提言を行うなど職種的に

対応していく必要があると思います。

最後に，会員の皆様のより一隅のご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げま

すとともに，皆様のますますのご健勝をお祈り申し上げ就任のあいさつといたします。
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九州における

これからの森林･林業

林産研究の展開

●はじめに

すみひろし

鶯見博史
森林総合研究所九州支所長

1939年沼津市生まれ｡1962年名古屋大学農
学部卒業｡名古屋大学助手を経て1967年林業
試験場（現森林総合研究所）へ。一貫して木

材乾燥分野の研究に従事。木材加工技術科長，
木材利用部長等を歴任,この間,マレーシア．
サラワク州森林局へ派遣される｡1998年より
現職。農学博士。

戦後，先輩たちによって築き上げられてきた私たちの大切な森林資源，国産造

林木の需要城が著しく落ち込みを見せるようになって，かなりの年月が経過しま

した。わが国の木材需要量は連年ほぼ1億1千万nl3弱の水準を維持しています

が，近年は需要の多くを安価な外国産材に依存する傾向が強まり，平成8年には

外国産材依存率はついに80%にも達しました。スギ，ヒノキを中心とする九州地

域の人工林面積は森林総面積の55％を占め，全国平均の41％を大きく上回って

います。そしてこれら人工林の多くは，すでに膨大な髄の間伐材，主伐材の生産

が可能な時期に達しています。それだけに国産材の需要不振は，九州の林業，林

産業にとって極めて深刻な事態といわねばなりません。

平成9年12月に林政審議会から「林政の基本方|剛と朧|有林野事業の抜本的改

革」が答申され，これによって国有林，民有林は従来の木材生産を中心に据えた

●

I

I

林業技術No.6881999.7-③
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表①県別森林面積 経営管理から，木材資源の循環利用を図りつつ，国土・

環境保全等の公益的機能を重視した管理方針に転換す

ることになりました。また，同じ時期に開かれた気候変

動枠組条約京都会議(COP3)を契機に，二酸化炭素

吸収源としての森林の役割に対する国民の関心が急速

に高まってきております。

このように社会情勢が急激に変化する中で，九州地

域においては今後,森林,林業,林産業に関する研究を

どのように展開していけばよいか，その方向について

考えてみたいと思います。

●九州の森林と林業無立木地，竹林を除く
出典：林業統計要覧
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ク

。

●

覧（1997）
九州地域の森林は暖温帯から亜熱帯までの広がりを

持ち，そこには多様な動植物の種が存在しています。

また，早くからスギ，ヒノキの人工造林が盛んに行われ，宮崎県の妖肥林業，大

分県の日Ⅲ林業，編岡県の八女林業，熊本県の小国林業など，全国でも有数の林

業地が形成されました。このようなことから，九州地域においては民有林，国有

林ともに高い人工林率を誇っているのです(表①)。現在では，沖細県を除く九州

7県の人工造林スギの蓄積量は234,947千m3で，全国の蓄積量の21.6%を占め，

ヒノキの蓄積もまた全国の21．5％を占めるほどになっています｡九州の人工林は

スギ，ヒノキが中心ですが，天然林ではシイ，タブ，カシ類等の常緑広葉樹が生

育しておりますし，また，沖縄ではリュウキュウマツが大変重要な樹種になって

います。

九州の渦暖・多雨の気候がスギ，ヒノキ等人工造林木の成長に適する一方で，

九州は台風や集中豪雨等の常襲地でもあり，その被害も頻発しています。最近で

は平成3年に台風17号,19号による林木の風倒や折損,林地の崩壊等甚大な被害

を受けたことは，まだ記憶に新しいところです。また，スギ，ヒノキの根株腐朽

病，ヒノキの漏脂病，ヒノキカワモグリガなどの病虫害やシカ，ノウサギ等の食

害などが各地で発生し，針葉樹人工造林地であるがゆえの被害が目立つようにな

ってきています。

スギの人工林は全国的に6～8齢級林の面積比率が高いのですが，九州も例外

ではなく，すでに伐期に達した林が大きな比率を占めています。スギに比べると

ヒノキ林の齢級はやや低く，5～7齢級あたりが中心になっています。国産材の

需要が極端に落ち込んでいる現在，九州地域では特に民有林の放置林が大きな問

題になろうとしています｡平成10年度の九州地区林業試験研究機関連絡協議会の

研究担当者会議でも，地域の重要研究課題として取り上げるかどうか議論が白熱

しました。ともあれ，今後は全国的規模で拡大する放置林にどのように対処して

いくか，国および地方自治体は早急に行政の方向を示す必要に迫られることにな

ります。

④－林業技術No.6881999.7
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人工林率

(％）
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71.2
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●九州の木材産業
素材生産量については，宮崎県，大分県熊本県が他に抜きん出て多くなって

います。これら素材の用途は製材用が圧倒的に多く，チップ用，パルプ用がこれ

に次ぎますが，その最は極めて少ないといえます。

平成7年の統計では，鹿児島，福岡，大分，宮崎，熊本の各県には300以上の

製材工場が存在しており，出力数規模は37.5～75.0kwが中心で，規模について

はほぼ全国レベル並みでした。熊本県林業研究指導所の本田氏によると，熊本県

では最近5カ年間で製材工場は約20％も減少したとのことですから,各県とも現

在数はかなり減っているものと思われます。生産された製材品は多くの県では県

内消費されますが，宮崎県では生産量の54％が県外へ，また熊本県では47％が

県外へ出荷（平成5年）されるなど，全国でも有数の国産材移出県になっていま

す。

九州地域での木材乾燥装椴の設置状況は，本州に比べると全体に低調のようで

す。平成5～7年の統計では，宮崎，鹿児島，大分，熊本，福岡の各県にはそれ

ぞれ50機を超える木材乾燥装置が設置されていましたので,現在ではもう少し増

えていると思われます。しかし，稼働している木材乾燥装置は家具材用，集成材

ラミナ用，フローリング材用が主なもので，在来軸組工法住宅用のスギ柱，はり，

けた等の乾燥にまともに取り組んでいる工場は，それほど多いとは思われません。

また，プレカットエ場は年々増加していますが，人工乾燥済みのスギ柱，はり，

けた材の扱い鐘は極めて少なく，扱う材の70％以上は生材か集成材と見られま

す。一方で，九州各地では人工乾燥の前処理用の煉煙熱処理装潰や蒸煮減圧熱処

理装置が少しずつながら増え始めており，木材乾燥に対する業界の前向きの姿勢

も感じられます。

鹿児島県のY社は，スギ

材を原料として繊造用集成

材を製造している全国でも

名の知れ渡った企業です。

そして,Y社の集成材で建

設された大規模木質構造物

は，これまでに九州を中心

にかなりの数に上っていま

す（写真①)。それ以外に

も，大規模木質構造物で特

筆すべきものに小国ドーム

(熊本県)があります(写真

②)｡小国ドームは小国スギ

の小径材と特殊な接合金具

を使った立体トラス構造の

建物で，小径材をトラスに

一一つ差三一皇三？

ー

仁
I

一

I写真①スギ集成材で建てた“さたでいホール”（鹿児島県佐多町）
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使ったこの種の建物として

は世界で最初のもので，

1988年5月に完成しました。

小国地区には小隆lドームと

同じ構法の大型建築があち

こちに見られます。

以上の例からもわかるよ

うに，九州地域には豊富な

国産材資源と高度な木材加

工技術という財産がありま

す。これを活用しない手は

ないでしょう。しかし，国産

材の需要拡大のためには，

単に加工コストの低減化や

新しい材料の開発を図るだ

けでなく，一般木造住宅か

ら大規模木質構造物に至る

まで，安全で低コストの新

gです。そのためには，今後

写真②スギ小径材を使った立体トラス構造の小国ドーム（熊本県小国町）

まで，

しい建築工法の開発も並行的に進めていくことが肝要です。

は建築分野との連携が極めて重要といえましょう。

●これまでの森林・林業・林産研究の動向
こた

森林総合研究所九州支所では地域社会のニーズに応えて，これまで長年にわた

り温暖多雨な九州における森林の育成，用材林の施業，森林の管理，特用林産物

の生産等に関する研究を推進してきました。このような研究の流れは，昭和63年

の機構改革や平成5年の研究基本計画の改訂を経た後も，基本線としてはそれほ

ど大きく変わってはおりません。現在は森林生態系の特性解明と保全管理技術，

森林生物の制御技術と利用技術，森林流域の保全管理と経営管理技術などの大課

題を掲げ，多角的に研究に取り組んでいるところです。林産研究については，森

林総合研究所九州支所には対応できる部署を持たないため，地域の県立試験研究

機関および大学に全面的に依存しているのが実情です。

九州地域における研究成果発表の場の一つとして，日本林学会九州支部大会が

あります。この大会で発表される研究の内容を見れば九州地域の研究の動向が知

られますが，これが現時点での地域社会や行政のニーズを正しく反映しているか

否かは別問題です。表②は，同大会3回分（平成6年，8年,10年）の発表件数

と比率の推移を分野別に整理したものです。表②から明らかなように，造林分野

の発表件数が圧倒的に多いのが特徴です。このことから，過去の長い林学の歴史

の中で，この分野が占めてきた重みというものが強く感じられます。しかし，研

究内容は時代とともに変わるものです。例えば細胞工学のような分野の研究は最
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表②森林・林業・林産研究の動向近少しずつ増えてきていますが

表②ではこの分野の発表件数は

便宜的に造林の中に含めてあり

ます。なお，平成10年の大会で

防災分野の発表が少ないのは，

岐近は火山の噴火や台風など，

大きな自然災害が発生していな

いことによるものと思われます

平成10年大会平成6年大会 平成8年大会
分野

比率 発表件数 比率発表件数 比率 発表件数

2．1

6.8

32.4

14.9

8．1

2.7

27.0

４
８
３
８
９
５
４

●
●
■
Ｇ
ｅ
ｂ
ｏ

５
０
３
０
２
６
０

１
３
１
１
２

６
５
４
１
６
２
０

２
１

２

林政

経営

造林

保護

緑地･立地

防災

林産

、
Ⅱ
Ｕ
ｎ
式
Ｕ
ハ
ノ
」
〔
、
Ｕ
ハ
ｈ
Ｕ
ｎ
ｎ
Ｕ
庁
摘
Ｕ

列
１
１
月
刈
『
４
Ⅶ
！
バ
ー
Ｉ
ｎ
〃
冬

8．5

2．5

35．6

136

136

5.1

21.2

5

10

31

10

12

6

19
●これからの森

林｡林業･林産

研究の展開

100.0合計 118 1001 93 100.1 74

注:H本林学会九州支部研究発表大会より

ノL州地域では暖温帯･亜熱帯地域の森林を研究対･象とし，森林における生態系・

生物多様性，地球環境保全と森林の役割，細胞工学手法を用いた森林生物の遺伝，

森林の水土保全機能などの研究を，これまで以上に深化，発展させていくことが

必要です。前述したように，いまや人と尚然とのかかわりの中で，森林の位渦付

けは大きく変わろうとしています。今後も社会の情勢は短いスパンでめまぐるし

く変化するものと考えなければなりません｡21世紀には世の中がどのように変わ

り，私たちの研究をどのように展開させていけばよいか，正確なことはだれにも

予測できません。それだけに，これからは具体的な研究テーマの選定や研究計画

の策定にあたっては，社会のニーズの変化に機敏に対応していく姿勢が大変重要

になります。これまでのように，「森林・林業の研究は長い年月を要するのだ｣と

いう安易な言い逃れはもはや通用しません。以前ほどの強いニーズがなくなった

研究課題は早急に結末をつけたうえで，新たな方向に視点を転じる柔軟性が必要

なのです。それができない研究者は落伍していくことになりましょう。
さかのぽ

妓近では「水産」や「農業」が川を遡り「山」に近づきながら研究分野を広げ

つつあります。とりわけ地球環境分野の研究では，省庁の縄張りがほとんどなく

なろうとしています。このようなポーダーレスの時代には，他の機関や分野との

一層の連携と協調が強く求められますが，その中にあっても自分たちの研究の使

命や目標を決して見失わないことが肝要でしょう。そうすれば日本の林業は，21

世紀にI《りけて，また新たな展望が開けるに違いありません。

〔完〕

■
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初めに皮の流れを｜つも胃腸薬の主成分ベルペリンを多く

含むことで有名なキハダの皮。左写真は皮をむきやすい夏場
に立ち木のまま処置した少々特殊な例。皮は集められ（上写
真，中国産の例)，口に苦い良薬(右上）となり，成分を絞り
取られたカスは去っていく（右下)。

陛壼三一三基碁』

特集木の皮を探る
木の根（97年3月号）を皮切りに木の葉（97-6)，木の花（98-
7)，木の実(98-10)と続いた樹木の部位別特集第5弾ゥ木の皮を
お届けします.：

樹皮の不思議-見えざる構造と働き

蕊忽》

一
一

■森林総合研究所生物機能開発部

生物工学科生理機能研究室主任研究官

よしだかずまさ

吉田和正－1－PノlソuF二コ－戸qp－－

鋳
茎や枝の先端（シュート頂）にあるすべての細胞

のもととなる頂端分裂組織に由来します。表皮に

はところどころに気孔があり，表皮の下の皮層の

細胞が光合成を行うために必要な空気の出入りI」

になっています。皮層の内側には維管束形成層が

木部を取り巻くように存在しています。

シュート頂から離れた部位では，維管束形成届
し

の細胞分裂によって，その外側には師部細胞が，

内側には木部細胞が蓄祇していきます。幹や枝は

木部組織の蓄隙によって肥大していきますが，直

径が増加するに従って表皮は接線（横）方向に引

っ張られるようになります。表皮はやがてその力

に耐えきれなくなって裂けてしまいますが，その

前に表皮直下の皮l欝の細胞が分裂する能力を摸得

し，コルク形成I藺に変わります。コルク形成層は

外側にコルク組織を，内側に少量のコルク皮燗を

樹皮という言葉からどんな木のどの部分を思い

浮かべますか。紙のように薄いシラカンバの樹皮，

細長くはがれるスギの樹皮，塊状のアカマツの樹

皮などさまざまだと思います。一般的に樹皮は，

樹木の幹や枝の外側の硬くてぽろぽろしたところ

を漠然と指す言葉と受け止められています。日本

木材学会では樹皮を「木部円柱体の外側の全組織

を包括する非専門語」と説明していますが，もう

少しわかりやすく言い換えますと「樹木のj除枝，

根の維符束形成層より外側のすべての組織」とな

ります。それでは樹皮はどんな構造を持ちどのよ

うにつくられていくのでしょうか。

●樹皮の形成過程

伸長してからおよそ1年以内の若い幹や枝では，

表皮がそれらの表面を覆い，傷害や病気の感染，

水分の拙失などから樹体を守っています。表皮は
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鼎I

皮ll

杉

最初の周皮

A若い樹皮

l縦

成)岡

死

締

成屑

周皮

B成熟した樹皮

▲図①樹皮の概造（模式図）

表①樹皮の区分

･･－－(内側)一一一一一…･－･･…･･……・

維管束形成層

｜銅織。
二次師部

最内部のコルク皮層

最内部のコルク形成層

コルク皮層

｜…｝層ゞ
コルク形成層

コルク組織

死んだ師部組織
死んだ一次師部，皮層，表皮

一･････(外側）一一一一一一--.--．……-‐

つくりだします｡このコルク組織ｺﾙｸ形成胤

コルク皮層をひとまとめにして，周皮といいます

(表①)。周皮の大部分を占めるコルク組織の細胞

はすき間なく接しているうえ，細胞壁にスベリン

と呼ばれる脂肪酸から成る物質を含むため水や空

気を通しにくく，若い時期の表皮に代わって菌の

侵入や内部からの水分の蒸散を防いでいます。

さらに成長した幹や枝では，維管束形成層の分

裂によってつくられた師部の細胞は，次々に生み

出される，より新しい細胞によって外側に押し出

されていきます。そして，すでに存在する周皮が

幹や枝の肥大成長に伴って壊れる前に，より内側

にある皮層または飾部の柔細胞が分裂する能力を

持つコルク形成層に変化し，2番目以降の周皮が

形成されます(図①A)。最初の周皮はひと続きで

内側の組織を包み込むようにできますが，2番目

以降につくられる周皮は皿状の形のものが積み重

なったように形成されます。大部分の樹木ではコ

ルク形成層が活動する期間は比較的短く，師部の

細胞が外側に押し出されていくに従って，少し前

につくられた周皮の内側に新たな周皮ができます。

その結果，成熟した樹皮では周皮と死んだ飾部組

織が交互に積み重なった層状の構造になっていま

す（図①B)。
はくり

周皮と死んだ筋部組織は外側から剥離していき

ますが，そのはがれ方は周皮の形状やコルク組織

の細胞の種類に影響されるので，樹木によって特

徴のある木肌をつくります。多くの樹種では周皮

がIⅢ形にできるので，外樹皮はうろこ状に剥離し

ますがそうでないものもあります。若いカバノキ

属樹木では，コルク形成屑が数年にわたって分裂

活性を持ち，茎が肥大するに従ってその円周を広

げます。さらにそのコルク組織は年輪のように細

胞の大きさの異なった成長層をつくるので，細胞

壁の薄い細胞から成る層が円周状にはがれて紙の

ような樹皮ができます(写真①)。ニシキギではコ

ルク組織が部分的に発達するため，若い枝では翼

状の飾りが付いたような形になります（写真②)。
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しくなります。そこで気孔に代わっ

て皮目が樹体の内外のガス交換の役

割を果たすようになります。樹皮の

表面のところどころに瞳状に見える

裂け目が皮目で(写真③)，多少なり

とも表面から突出しています。この

部分では細胞がゆるやかに詰まって

いて，細胞と細胞の間にすき間があ

ります。皮目は皮目コルク形成屑に

よってつくられます。

●外樹皮と内樹皮

外樹皮，内樹皮という言葉があり

ますが，外樹皮は最も内側の周皮の

コルク組織から外方の死んだ組織よ

り成る部分を指し，荒皮，粗皮，鬼

皮，外皮などとも呼ばれます。そし

て最内部のコルク形成層から内方の

生きた組織から成る部分を内樹皮と
じんぴ

いい，一般には靱皮や生皮，内皮と

も称されます(表①)。外樹皮の周皮

と周皮の間に挟まれている死んだ師

部柔細胞では，生きていたときには

中に含まれていた樹脂やポリフェノ

ール類が固化していて，コルク組織

とともに保護層としての役目の一端

を担っています。

内樹皮のほとんどは維管束形成層

の分裂によってつくられた二次師部

ｐ
Ｌ

▲写真①シラカンバの幹

匂

9

qb＝禧褒夢

▲写真②ニシキギの枝

▼写真③オオヤマザクラの皮目

樹皮はその形態から鱗片状樹皮

(アカマツ，ケヤキ)，縦裂樹皮(ス

ギ，ヒノキ)，粗状樹皮（イチョ

ウ)，平滑樹皮(シラカンバ，サク

ラ）などに分類されることもあり

ます。

先ほど若い樹皮には気孔があっ

て空気の出入りIIになっていると

灘きましたが，木の成長が進み周

皮が形成されると空気の通過が難

」
△

r

ﾋヒ
夛
可
鑑
雇
錯
感
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壼
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』
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▼表②締部を構成する細胞

細胞の種類

師要素

節細胞<針葉樹〉

師管要素（伴細胞を伴う）〈広葉樹〉

師部柔細胞（軸方向の柔細胞）

放射柔細胞（放射方向の柔細胞）

靱皮繊維

スクレレイトミ

の細胞によって占められています。二次師部は栄

養分の輸送を行う節要素（師管)，デンプン･脂肪

など有機物を貯蔵する柔細胞，強度を保つ靱皮繊

維，柔細胞やコルク皮層から変化したスクレレイ

ド等の細胞から構成されています（表②)。コウ

ゾ、ミツマタ，ガンピの内樹皮は靱皮繊維の長さ

が長く強度も高いので，和紙の原料として利用さ

れています。節要素は針葉樹では先端のとがった

細長い筋細胞が，広葉樹では飾管要素と呼ばれる

円柱形の細胞がそれぞれ縦につながってできてい

ます。飾管要素には伴細胞があり飾管要素の働き

を助けています。筋要素（筋管）の内部には飾管

液が流れていて，光合成によってつくられた比較

的高濃度のショ糖が含まれています。ショ糖以外

にも数種のアミノ酸，イオン（塩素イオン，リン

酸イオン等)，有機酸（リンゴ酸，クエン酸等)が

含有されており，これらの物質は箭管液の流れに

乗ってそれらを必要とする場所へ運ばれます。ち

なみに，樹皮を傷つけたときににじみ出てくる樹

液は飾管液が主なものです。

二次師部に対して，成長の初期に見られるシュ

ート頂の頂端分裂組織から派生した飾部を一次飾

部と呼びます。一次飾部は肥大成長に伴って外に

押し出され外樹皮として脱離しますので，成熟し

た樹皮には存在しません。

●内樹皮に由来する成分

内樹皮の飾部柔細胞や放射柔細胞には，木によ

っては種や属・科のレベルで特別な物質が含まれ

ることがあります。キハダの内樹皮にはベルベリ

ンを代表とするアルカロイドが含まれ，生薬に利

用されていることはよく知られています。また，

マメ科のニセアカシア（ハリエンジュ)，エンジ

■■■■も--

機 饒
●＝…

同化有機物質等の諭送

}同化物質の貯蔵および輸送

}強度の維持

1，イヌエンジュおよびスイカズラ科のニワトコ

属樹木の内樹皮の柔細胞には，レクチンと呼ばれ

るタンパク質が蓄積します。レクチンはその種類

ごとに決まった構造の糖を見分けて結合するとい

う特殊な性質を持ちますが，そのようなタンパク

質がなぜ内樹皮にあるのかは，はっきりしていま

せん。ただ，内樹皮のレクチンは冬季に多く蓄積

し，夏季にはほとんど存在しないという年変動を

示すことから，秋に落葉する前に葉のタンパク質

をアミノ酸に分解して幹や枝の内樹皮に運び，そ

こでレクチンとして蓄え，春，芽吹きの時期にこ

れを分解して新葉を展開するために役立てている

と考えられます。

このところ健康への関心の高まりを背景に，各

種の健康食品がマスコミ等で取り上げられ話題に

なっていますが，それらの中には樹皮に由来，あ

るいは樹皮を原料にしたものもあります。本特集

でもメグスリノキからの健康飲料が紹介されてい

ますが，それ以外では南米のアマゾン川流域に自

生するタブヘイア属（ノウゼンカズラ科）樹木の

内樹皮を加工した樹皮茶があります｡商品名を｢タ

ヒボ」といい，ビタミンやミネラル類に樹み，ア

レルギー体質を改善する効果があるとうたわれて

います。また，フランス海岸松(カイガンショウ）

の樹皮から抽出された成分は，フラポノイドと有

機酸を豊富に含有し，活性酸素を消去する強い抗

酸化作用を持つそうです。「ピクノジェノール｣の

商品名で呼ばれるこの抽出物はその抗酸化作用に

より，飲用すると生活習慣病予防や老化防止など

の効果が期待できるとのことです。

調査や研究が進むにつれ，新たな有用成分がま

だまだ樹皮から見つかるかもしれません。
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樹皮を着る文化一ｱﾂﾄｳｼの世界

慶凄霊
塞？

全

油
てづかかおる

北海道開拓記念館学芸員手塚菫

③はじめに

アイヌ文化振興法の制定以来，アイヌ文化への

関心が高まりつつある昨今，アツトウシという単語

から，アイヌの着物を連想する人は少なくないで

しょう。昔から北海道とサハリン南部，それに千

島列島では，ニレ科の樹皮やイラクサ属などの草
そですそえり

皮から衣服を仕立て上げ，色布を袖，裾，衿，背

に縫いつけたり，刺しゅうで独特の文様を構成す

る樹皮の文化を共有していました。標記のように，

鍛近ではアイヌ語をカタカナで表記する場合，言

語学者を中心に，日本語にない音節には半角のカ

タカナを使うことが一般的になってきています。

さて，アイヌの男たちがクマの霊送り儀礼のと

きに正装としてアツトウシを身にまとい，刀をさげ

て壮麗な踊りを踊ったとか，アツトウシを赤く染め

るときはハンノキを用い，黒く染めるにはクルミ

の樹皮を煮出して，というようなアツl､ウシにまつ

わる伝承が今日まで内容覺富に伝えられています。

それでは，このアツトウシとは正確にはどういうも

のなのでしょうか。

●アツトウシの定義と起源

植物の内皮繊維で製作する衣類は，アイヌの伝

統的かつ特徴的なジャンルの衣服であり，6種類

の草と木から樹皮衣と草皮衣の材料をとることが

知られています。このうち，樹木内皮をとる対象

となる樹木は，オヒョウ，ハルニレ，シナノキの

3種で，アツトウシとは本来，この3種の樹木内皮

繊維で織った布のことを指す言葉です。この布は，

衣服のほかに，ござや謎,靴,靴下などを作る素
材になります。この布から衣服を作ることも多い

ので，樹皮衣を意味することもあります。

樹皮の種類の違いによるアツトウシの品質につい

て，寛政3（1791)年に蝦夷地を旅し，「えぞのて

ぶり」という紀行文を残した菅江真澄は，オヒョ

ウで作るアツl､ウシが上等であり，シナノキがそれ

に次ぎ，ハルニレが下等であることを記録してい

ます。確かにアイヌの古老の話には，オヒョウは

人里離れた場所に行かないと入手できないとか，

オヒョウはシナノキより柔らかく，手触りのよい

衣服ができるのに対し，シナノキは硬くて折れや

すいので，織るときには湿らせる必要がある，と

いうような指摘が繰り返し出てきます。また，博

物館に収蔵されている資料の中でも，オヒョウ素

材のアツl､ウシはシナノキ素材のそれよりも風合い

も柔らかく，着心地も悪くないので，素材による

品質の上下があったというのは事実であると考え

られます。現在，北海道ではオヒョウはシナノキ

より山間部に見られる傾向があり，個体数もずっ

と少ないように見受けられます。昔と同じように

衣服を織れるだけの良質の樹皮を集めるのはなか

なか至難の技です。開発による自然破壊の進行も

一因かもしれません。

アツトウシの起源は記録上，17世紀にまでさかの

ぼることができます。1643年にカストリクム号で

北海道，千鳥，サハリンの探検を行った有名なオ

ランダの航海者メルテン.G･フリースの航海日誌
あっけし

の中には，道束の厚岸のアイヌが獣皮衣の下に麻

のような衣服を着ていたことが記されています。

これはアツトウシであったと推定されています。ア

イヌの衣文化には，もともと毛皮の衣服も存在し

ていたので，このころ，両方の衣服が利用されて

いたことになります。

霧採取の方法と時期

アイヌは，春先から夏にかけての樹木が水分を
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北海道開拓記念館所蔵のアツトウシ衣
生地に木綿の縞糸が入り，紺の文様

布を当て，刺しゅうを施している
（搬影：出利葉浩司氏）

含んで樹皮をはがしやすい時期（3～7月ごろ）

に樹皮を採取に出かけます。日なたが日陰より皮

が厚くてよいとされ，大木よりも直径が5～6

Cnlくらいの木のほうがよい繊維が多くとれるの

で好まれました。樹皮は，おおよそ次の手順でと

ります。

①木の幹に切り込みを入れて下から上へ皮をは

ぐ，②内皮と外皮に分けて，内皮を沼または夏季

は特に温泉に（10日～数カ月間）つけ込む，③繊

維が1枚1枚はがれるようになると取り出し，表
さお

面のぬめりを流水で洗い流す，④竿にかけて十分

乾燥させる，⑤繊維を裂いてよりをかけ，端を結

んで糸にし，糸玉を作る，⑥織機に糸をかけ，布

を織る。

麹イメージの変遷

ところで，アツトウシは，アイヌのみが着る樹皮

衣であると思われていますが，一概にそうともい

えません。和人の漁民や船乗りがアツトウシを着用

している場面が江戸時代の絵馬や濤蔵などに多く
描かれているからです。当時，蝦夷地で生産され

るアツトウシは和人の労働着や生活着として好んで

買い求められました。本州の住人は蝦夷地の漁場

に季節労働者として赴くことがありましたが，ふ

るさとへアツトウシを手土産に持ち帰ったことも珍

しくなかったようです。東北ではアツトウシを着る

ファッションが当時大変流行し，とうとう為政者

が禁令を出すほどでした。また，北前船の船乗り

たちは，丈夫で水にぬれにくいこの衣類をこぞっ

て入手したため，慢性的な品不足に陥ったことが

報告されています。船乗りや漁場の労働に従事す

る者たちにアツトウシの人気が高かったのは,異国

に接している蝦夷地のアイヌ風俗が,野蛮や未開

のさげすまれる対象ではなく，むしろエキゾチシ

ズムに彩られた開放的で華やかな蝦夷イメージが

広範に定着していたことの証左といえるのではな

いでしょうか。江戸期に上演された歌舞伎の花形

役者が，アツトウシや大陸伝来の蝦夷錦を偉丈夫の

象徴として利用していることなども，予想以上に
ごうき

江戸の庶民の暮らしの中に蝦夷地の剛毅なイメー

ジが浸透していたことを物語っているようです。

し

職伝統文化の復興と自然保護

現在のアイヌは，日常の生活の中でアツトウシを

身にまとうことはありませんし，その実体験のあ

る人たちの数も限定されています。しかし，アイ

ヌの伝統文化の見直しや復興の機運が高まる中で，

公式の行事に参加したり，伝統的な儀式を行う際

にアツトウシをはじめとする昔ながらの正装で臨む

ことも珍しくなくなりました。博物館に通い，古

いアイヌ資料を熱心に調べ，そのデザイン，刺し
い

ゆう・縫製の技法を現代の服飾品に活かすだけで

なく，実際に野山に分け入り，苦労して天然の素

材を確保して伝統的な衣服を復元することも盛ん

になってきました｡また，衣類や彫刻の誰習会や

制作品の個展，コンクールなども各地で行われ，

新しいアイヌ文化のアイデンティティを確立して

いくうえで大いに役立っています。

私たち博物館関係者は，貴重な博物館収蔵のア

イヌ資料の保存と活用を通じて，こうしたアイヌ

の人たちの活動を支援しています。と同時に，単

に昔の技術の解明だけでなく，自然破壊によって

ますます困難になりつつある，樹皮などの自然素

材を容易に入手できる環境を整えることが，伝統

文化の揺るぎない継承に不可欠なものであること

を多くの人々に呼びかけ，ご理解をいただきたい

と思っています。

参考文献
｢民族調査報告書資料編3」：北海道開拓記念館調査報告
第8号北海道開拓記念館編集・発行1974
手塚薫r絵画史料にみるアイヌ盛装風俗の変遷とその背
景』：北海道開拓記念館調査報告第35号北海道開拓記
念館発行1996

r北海道の衣食と住まい｣北の生活文庫第5巻：北の生活文
庫企画編集会議編北海道新閏社発行1997
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オオヤマザクラなど-樺細工
、

翼9
一
心

集 ひ皮醇

萱■
ささきさとし

角館町伝統工芸室樺細工振興指導員佐々木佐年

樺細工とは，オオヤマザクラなどのサクラの樹

皮を主材として作られる細工物です。この主産地

である角館町は，秋田県東部中央に位置し，風光
ぴ

明媚な城下町であります。
はぐ〈

「みちのくの小京都」とも呼ばれるこの町で育

まれてきた樺細工は，おおよそ220年前の天明年

代に当地を治めていた佐竹北家の家臣，藤村彦六

が秋田県北部の山間地，阿仁地方で修験者から技

法を伝授され，やがて角館城下の下級武士の手内

職として発達したとされています。

年代が移り，明治14年第2回内国博覧会に出

品,大正12年角館樺ﾙIII工同業組合結成,昭和17年

秋田県樺細工指導所開設,同31年角館工芸協同組

合結成，同51年｢樺細工」が通産大臣指定｢伝統

的工芸品」となり，樺細工伝統工芸士として8名

が認定を受け,同53年角館町樺細工伝承館が開館

しています。ちなみに，当時角館樺工芸製作者協

会会員数は170名で,以後20年あまりを経過した

現在，現代の名工3名を含む伝統工芸士9名と企

業6社，工人合わせて300名が従事している町の

基幹産業です。

従来より，樺細工の原料はベニヤマザクラ（オ

オヤマザクラ）の樹皮に限るとされていましたが，

最近の調査により，カスミザクラ・ヤマザクラと

これらの自然雑種十数種類とわかり，日本国内に

自生している雑木自然林のサクラの樹皮が採取さ

れる対象となっています。樺を採取する時期は，

1年間でいちばん樹勢の盛んな梅雨明けから稲刈

りまでの期間です。樹齢30年，周径(幹周)30cnl

以上が目安とされていますが，皮質が良ければこ

れより小径な木からも採取されます。専門家の節
はくり

度ある採取法で剥離すれば，サクラの木が枯死す

る心配はありません。剥離した樺は，反り返りを

防ぎながら屋内で乾燥し，樺独特の発色を待ちま

す。乾燥した樺は1枚1枚が個性を持った形態や

色相になり，あめ皮･ひび皮・ちらし皮･金系皮・

銀系皮・表皮・裏皮と仕分けされ，用途別に使用

されます。仕上がった作品の良しあしは，この素

材の選択が重要な部分を占めています。

樺細工が当地に伝来したころは，その器物の形

態や模様，加工法を漆芸に倣う以外，手がかりが
にかわ むく とくさ

なかったはずです。膠で接着し，椋の葉・木賊・
と びんつけあぶら

砥の粉で磨き，賓付油で光沢を出すなどｶﾖ漆芸と
ろいろ

共通する材料であり，その仕上げ工程も「蝋色塗

り」と同じです。
ろう

藩政期には，印籠・タバコ胴乱などの小物類が

主に作られていましたが，時代とともに日本人の

本物志向や国の伝統的工芸品指定などと保護育成

政策の下で発展を遂げ，今日生産されている製品
なつめ すずり

は茶筒・香合・棗・文箱・硯箱・飾り棚・小ダン

ス類，それに磨いた樺を数十枚も重ね貼りし，厚

くした物をさまざまな形に彫刻して作るブロー

チ・ペンダント・ループタイなどがあります。こ

れらの製品のうち，伝統的工芸品を規定した通産

省の規準に合致した物には伝統証紙を貼り，量産

される一般商品とは，はっきり区別して販売して

います。卓越した技術を競う工人たちの手にかか

って製作された物は，日本が誇る漆工芸作品と比
そん

較しても遜色がありません。
さおぶち

樺は，競合業種であります竿縁・床柱・化粧峰

木等の新建材生産業界でも相当量使用されていま

すが，角館町を中心として樺細工生産業界に集荷

される量は,30cIn平方判に換算して,おおよそ100

万枚，重量は100トンに及びます。樺1枚の寸法
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レオオヤマザクラの萌芽更新3年目春の現場写真

（角館町下延地内）

は,皮目の直角方向に約40cI11,皮目なり

の長さは，その木の周径寸法で決まり，

まちまちです。樺質の良否は，皮目の大
がくい

小･形･間隔･全体の色相･画餅の有無・

面積の大きさ・厚さで判断されますが，

1本1本のサクラがその生育環境によっ

て異なった樹形に成長しますので，樺も

その木に沿っていろいろ異なったものに

育ちます。樺細工は，この不規則に生育

する原料からの制約を大きく受けて，製作される

物の範囲が束縛されています。

樺細工産業を衰退させずに持続するには，原材

料の確保と後継者の育成が重要です。この対策と

して，国・県の助成と業界よりの寄付金を元に，

昭和48年より毎年オオヤマザクラを近郊の山に

植栽し続け，平成10年度までに120haの土地に

28万6千本あまりを植え付けています。そして計

画はさらに24年間継続されることになっています。

この植栽林で生産された樺が予定どおりに採取さ

れた場合の自給率は20％と試算され,依然として

需要量の80%は自然林よりの採取に頼らざるを

得ない状況です。現在の樺1職入先は，北関東から

東北全域となっていますが，関東南部．関西以西

にも樺を採取できるサクラがありますので，それ

らの情報を全国各地から集め，その地域の調査と

樺採取の技術指導を平成5年度より行っています。

一方，伝統技術継承のため，平成3年度から町

独自で伝統工芸樺ﾎlll工技能後継者育成事業を実施

して，技能研修者に対し，研修指導者を通じて育

成資金および支度金を助成しています。この制度

を利用して，助成期間の5年を終了した研修生1
さん

名，研修中2名が研讃を積んでいます。

26年前,樺の栽培を目的として植栽を始めたこ

ろ,苗木が成木となり原皮採取が20年後程度と考

え，他の樹種の施業に倣って下刈り，施肥，除伐

等を行ってきました。しかし，この植栽林で成長

した木の皮質を調査したところ，生育の良い山腹

と山脚部に縦裂や粗状化現象が起こっており，樺

細工原料として使用できないことがわかり問題と

なりました。この対応策として，平成3年度より

本格的に原因の究明と今後の植栽方法を検討して

きました。その内容は次のとおりです。

良質な樺を備えている雑木|剴然林のサクラは，

秋田県や岩手県の場合，深山ではミズナラ・ハリ

ギリ・ウリハダカエデ，山地ではコナラ・ホオノ

キ・クリ・カエデ類等と混交する場所であり，厳

しい環境で生存競争に耐え，成長を極度に抑制さ

れてスリムに生育した木です。このことを踏まえ，

秋田県林業技術センターと綿密な協議のうえ，既

存する植栽林のサクラは適当な時点で伐採し，萌

芽更新で同株より数本の樹幹を連立させ，養分と

日照量を数分の一に減少させ,成長速度を抑え,他
つる

植物に負けない樹高に育ったら蔓切り以外に手を

かけず，自然発生か植栽による雑木との混交林に

変換させる方針です。新しく植栽するサクラも，

この方法に準じて施業しています。この植栽方法

の可否を確認するため，約2haの場所で実験中で

す（写真参照)。

樹皮を採取する目的でのサクラ植栽は類例がな

く，試行錯誤の中でやっと見いだしたこの植栽技

術，予想以上に萌芽の状態も良く，数年後にはこ

の成果を見極められそうです｡樺細工業界では,こ

の植栽事業で将来良質な樹皮確保を実現できるも

のと期待していますが,当面,自然林への依存度が

高いことに変わりなく，今産地では，多方面にわ

たりヤマザクラの情報の提供をお願いしています。

情報がございましたら，ぜひこちらまで

角館工芸協同組合

a0187-53-2228

FAXO187-53-2293
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メグス'ノノキー健康飲料等の開発

特蕊＊縁皮を探盗

いけだかつしげ

関東森林管理局総務課長池田勝重

●メグスリノキとの出会い

昭和30年代の後半,群馬県の利根川源流地域の

国有林に樹木や地形の調査に行った際，昼食のた

め炭焼き小屋に立ち寄ったところ，炭焼きの人か

ら，お茶代わりにと苦い飲み物をいただきました。

初めて体験する味のため，借'いてみると，メグ
ぜん

スリノキの樹皮などを煎じたもので，昔から，飲

むと目にも効くし内臓にも効くといわれているの

で，山で働く人は古くから煎じて利用していると

のことでした。

●メグスリノキってどんな木

メグスリノキは，東北地方(l1l形，宮城県）か

ら'九州までの山中に自生しているカエデ科の落葉

高木で，わが国特産の樹木です。

したがって,漢名はなく和名でメグスリノキ(目

薬木）と称されています。別名としてはチョウジ

ャノキ（長者木)，ミツバカエデ（三葉カエデ)，

造林地内に株立したメグスリノキの若木
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メアライノキ（目洗木）とも称されています。学

名はAce7,〃鮠0ewSeMaxim.(アーサー．ニッコ

インシス・マキシモ）です。

和名の語源は，昔から山村では「突き目の傷」

や「ものもらい」ができた場合に，この木の皮や

小枝を煎じた液で直接洗眼したり，初老に入ると

起こる「かすみ卜|」やrしるそこひ（老人性白内

障)｣等には煎じた液を飲んで治していました。そ

ういうわけで，だれいうとなくこの木を「目薬の

木」と呼んでいたことから，そのままメグスリノ

キ（目薬木）と命名されたといわれています。

なお，外傷性の傷にはメグスリノキに含まれる

タンニン等による殺菌効果と，煎じた液を飲んで

｢かすみ目｣等に効いたのは，溶け出した液にH|:)職

等の臓器を活性化させる成分があり，これらの機

能を活性化することで目にも効果があったものと

思われます。

メグスリノキを煎じて利用する方法で，

最も効率のよい部分は｢樹皮部｣で次に｢皮

付きの小枝」「木質部」の順といえます。

⑭メグスリノキとの再会

出会いから約30年後の平成5年に,群馬

県の中之条営林署の勤務となり，しばらく

して仕事で山の現場に行った際，広葉樹林

の中にメグスリノキの大木が，スギ，ヒノ

キ等の造林地には株立した若木が多くある

ことに気づきました。

私もそのころ，肝機能検査数値のGPT,

yGTPなどは，正常とされる数値よりかな

り高い状態が続いていたこともあり，30年

前の炭焼き人の話を思い出し，さっそくこ

の木の煎じたものを，お茶代わりに飲むこ



ご注文・お問合せは。

JA沢田

恋0279-75-5513

FAXO279-75-4100

肝太〈んドリンク，カンコちゃんドリンク，メグスIノノキの飴，肝太〈んうどん

ととしました。

飲み出してから3カ月後に行われた定期健康診

断で，私だけでなく，これを飲んでいる職員全員

がGPT,7'GTPの数値すべてが正常になってい

ました。

鯵メグスリノキの樹皮等を利用した製品開発

(1)地元農協「JA沢田」との共同開発

このことから，メグスリノキの樹皮などから抽

出したエキスをピン詰等に加工すれば，商品とし

ても販売できると確信しました。

原材料の供給については，国有林内の造林地の

手入れの際，刈り払われたメグスリノキを利用す

ることで何とかなると思われましたが，ピン詰等

に加工し販売できるパートナーを探さなくてはな

りません。薬品メーカーや大手清涼飲料メーカー

ヘ話を持ち込むことも考えましたが，まずは地元

農協で農産物や山菜の加工で実績のある｢JA沢

田」とパーI､ナーを組み，共同開発することとし

ました。

(2)メグスリノキのエキスの抽出

いろいろな製品を開発するにあたってまず必要

なのは，効率よくエキスを抽出する方法の開発で

す。
二うあつ承圭

研究を重ねた結果，高圧釜による高温煮沸法が

最も効率がよく，しかも殺菌処理のできたエキス

が抽出できることにたどり着きました（特許取得

済)。

(3)肝太〈んドリンクの誕生

最初の製品はエキスをそのまま液体で使用する

ドリンク剤を開発することとしました。

抽出されたエキスはかなり濃厚で苦味も強いこ

とから，天然の素材（ハチミツ，ローヤルゼリー，

カンゾウエキス）を少量加えることで味を整え，

1001n@のビン詰のドリンク剤を作り，商品名は,お

酒の飲み過ぎ等による肝臓等への効果を暗示した

｢メグスリノキ･肝太くん」と命名し発売したとこ

ろ，折からの健康・自然素材ブームとテレビ，新

聞等のマスコミが大きく取り上げたこともあり，

一時は大反響が起こりました。

(4)抽出エキスを利用したその他の製品開発

①「メグスリノキ・カンコちゃん」ドリンク：

この製舳は，肝太くんの原料にリンゴ果汁，

ウメ果汁，ハチミツ等で甘味を増したマイル

ドな女性，子供向けのドリンク剤です。

②「肝太〈ん．うどん」「肝太〈ん．蕎麦」「メ
あめ

グスリノキの飴｣｢メグスリノキのアイスクリ
かゆ

一ム」「肝太〈ん。粥」：これらの製品はいず

れも抽服されたエキスをブレンドした製品で

す。

③「カンコちゃんの焙煎茶」：この製品は，メ

グスリノキの樹皮などを粉砕し弱く焙煎して

ティーバック詰めしたものです。

＊＊＊

メグスリノキの樹皮などの利用については，目

薬等の新薬が開発されるとともに忘れられるよう

になりましたが，この木の効力を両度見直し，新

たな製品開発も行い，広く各方面に紹介していき

たいと考えております。
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檜皮葺 一

ごとうさがお

社団法人全国園零重要文化財所有者連盟事務局長後藤佐雅夫

ひわだ_認き

露檜皮葺の歴史
ヒノキ 丑

檜の皮が建築用材として屋根に葺かれた起源に

つきましては，弥生時代にまでさかのぼるといわ

れていますが，本格的に用いられましたのは，仏

教建築が輸入された7世紀ごろといわれています。

それよりしだいに住宅や神社建築の屋根葺材の主

流になってきたようであります。奈良時代の寺院
がらんかわら

の伽藍の主要な建築の屋根は瓦葺でありました

が，その他の建築は櫓皮が用いられていました。

平安時代になりますと蛍族の住居でありました寝

殿造や主要な建築は桧皮葺が原則であったようで

す｡このように1200年以上の歴史を持つ最も美し

い屋根葺材であります。

●檜皮葺建造物

植物を利用した屋根の葺材としては，檜皮のほ
サワラ

かに杉皮葺，椹または杉の割板を用いたこけら葺，

最も起源の古い藥葺または菱葺き等があります。
このうち槍皮葺は仕様にもよりますが，最も耐用

年数があり，また最も優美な葺き材であります。

｜封指定の文化財建造物は約3,600棟ありますが，

その20％に当たる700棟が桧皮葺であります｡こ

れを維持するため年間3,500nfの葺替えが必要と

なります。これを立ち木に換算しますと，年間約

1,700本の檜が必要です。柚皮の採取の周期を8

年としますと14,000本の櫓が必要となります｡わ

が国の|蓮I指定以外の地方公共団体指定や末指定の

桧皮葺建造物数については不明ですが，手元の調

査資料で推定しますと2,300棟程度ではないかと

思われます。国指定と合計しますと3,000棟あり，

この屋根を維持していくためには年間15,000nf

の葺替えが必要になります。これだけの葺替えに

必要な桧を立ち木に換算しますと30.882本で,採
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取周期を8年としますと247,000本が必要となり

ます。

鯵檜皮採取
もとかわし

檜皮を採取する人のことを原皮Iiliといいます。

原皮師は樹齢50年以上の楠を7Hから翌年4jj

ごろまでに，樹皮の甘肌と鬼皮の形成隅を1枚残
は

し，その部分をへうで剥がし，順次下部よりめく

り上げながら，ロープを巧みに使い，上方へ剥ぎ

取っていきます。ナタで切り落としロープで降ろ

します。檜皮を剥いだあと山道まで降ろし，長い

まま「ワク」の中に1尺程度積み上げ束にして，

竹の「シャク」で測りながら「大切り包~r」で2

尺5寸の長さに裁断します。剥がれた楠の樹体は

美しい赤い肌を見せ,次の周期10年後のために活

動を開始したわけであります。

原皮師は年々高齢化し，行動範|肌の縮小や稼働

日数の減少が見られます。社団法人全国社寺等屋

根工事技術保存会に所属している8名のうち，3

名は高齢のため桧皮の採取を行っていません。こ

のような状況の中では年々櫓皮が減少するため，

原皮師の育成と桧の確保が軍要な課題となってい

ます。

檜皮の生産地は丹波地方（京都府・兵庫県）が
のせか』》も

最も多く，このほかに大阪府能勢li11．・河内長野市，

滋賀県の大津市・浦生町・'｣野町等でありますが，

採取場所としては神社，寺|塊の境内林とll.I林，一

般の山林等であります。

舗檜皮葺について

原皮師が採取した皮を檜皮葺師によってそれぞ
かわぞろ

れの用途によって皮栫えをします。2尺5寸に製
如

品化された束を解き，荒皮，腐れ皮，捻じれ皮等

の悪い皮を取り除き，平皮，上目皮，道具皮，軒



そる

付け皮等に栫えます。

桧皮葺の施工は，まず最初に軒

付から始めます。軒の裏板には蛇

腹板(椹材厚さ1.2～1.5cm,幅7

~8cm,長さ30～40cm)を斜め
くざ

に釘止めし，下から見れば蛇の|§

腹のようにざらざらした仕上げに

なっています。板より高級なもの

として桧皮の厚皮を使った共皮蛇

腹というのがあります。寸法は板

とほぼ同じです。

一般的なものとして裏板（椹赤

身柾無節材で幅10cm,厚さ1.8

CIn9長さ30cm)があります。軒cm，長さ30cm)があります。軒
うらごう

付け裏板は裏甲という軒回り化粧材から10cm

出して後ろに釘止めして固定します。この上に卿

付け皮を建物の規模に応じて積み上げ，竹釘や鉄
加の

釘で固定します。積み上げたあと木口を手斧で軒

面を栫えたあと,llil:付け上に水切り銅板を打ち，

あらかじめ栫えてあった上同皮を打ち付け，この

上に平葺皮(長さ75cm,11iliI8～10cm)を並べな

がら葺き足を1～1.2cmとし，竹釘(平弾き用長

さ3.6cm)を1.5cmごとに前後二筋にわたって

打ち付け，棟まで繰り返し葺き1こります。鋒き上

ったあと棟受けのために品軒を蹟み完了後，両端
のし

に鬼瓦を据えたあと，熨斗積などの瓦を葺いて完

成です。このようにして葺かれた檜皮群は，美し

い肌，緩やかな軒の曲線，品のある表情で私たち

の心を和ませてくれています。

鰯問題点

このように日本人の歴史とともに歩んできた櫓

皮葺も，後継者難と資材の絶対通の不足のため，

葺替えが困難な状況になっています。この問題を

解決するために大変な努力が必要であり，いくつ

かの方法が試みられています。

後継者の育成については，兵庫県氷上郡山南町

の研修所で文化財修理屋根技能士の研修が実施さ

れています。2年を一期として平均4人の研修生

が一般教養の講義と原材料の採取方法および施工

の実技について研修しています。今までは原皮師

▲ロープを巧みに使い檜皮を剥いでいます

と屋根葺師は完全な分業でしたが，最近ではこの

研修所で実習した技術を生かして，屋根葺師が原

皮師を兼ねる人も増えてきました。

次に桧の原木の確保ですが，今まで原皮師との

無形の約束で剥がせていただいた山林所有者が，

ある森林生態学者の個人的見解のために，桧が傷

むという理[1]で剥がせてもらえなくなりました。

それで現在では，神社や寺院の境内林や山林にお

いて剥がせていただいており，一般の山林は非常

に少なくなってきました。無駄な枝を払い，下草

の悠理をして山林の保全に役立っており，櫓の成

長を助けている原皮師を，もっと理解してあげる

べきであります。歴史的な知恵と信頼関係のもと

に実施されてきたことが壊されては，国民の共通

の財産である文化財建造物を守れません。

④むすび

戦後の技術革新で建築の素材が複雑になり，本

来の自然そのものの材料が失われつつあります。

日本人は原始の時代から木を愛し，木とともに

生活してきたのです。木造建築こそ日本の気候風

土に適しており，障子を開ければ風とともに夏の

暑さをしのぎ，天然のエネルギーによって過ごせ

るのです。木は捨てる所がありません。特に桧は

心材も，辺材も，そして樹皮も。これほど素晴ら

しい資源，環境に優しい資源を皆様とともに育て

ていきたいものです。
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幹の樹皮を侵す4種の胴枯病

一

ー■

かわべゆうじ

森林総合研究所森林生物部森林微生物科樹病研究室長河辺祐嗣

L

4,F

幹の樹皮を侵す病気は，胴枯病と一般に総称さ

れ，糸状菌と呼ばれる微生物の一種を病原菌とし

て発生するものが多数を占めています。胴枯病の

病原菌は幹の樹皮から侵入し，樹皮と形成層をえ

死させ，樹皮上に胴枯病斑を形成します。樹皮上

の胴枯病斑の形態は，病気の種類を診断する際の

要因の1つになるように，病気ごとに異なる特徴

を示します。

胴枯病の病原菌は幹の樹皮から侵入する方法に

より，健全で無傷の樹皮から侵入する病原菌，干

ばつや寒さなどの影響で樹木が生理的に衰弱した

ときに初めて樹皮から侵入できる病原菌，侵入の

ために何らかの原因で発生した樹皮の傷が必要な

病原菌の，大きく3つに分けられます。

ここでは，樹皮上に形成される胴枯病斑の特徴

や病原菌によって異なる樹皮からの侵入方法につ

いて，幹の樹皮に発生する4種の胴枯病を例にし

て解説します。

＊＊＊

絹皮病の病原菌は健全な樹皮から侵入します。

傷がなくても，また樹体が健全であっても侵入で

きるので，病原菌の病気を起こす力が強いといえ

ます。病原菌の侵入は白い菌糸膜に覆われた既存
り

の罹摘枝葉が幹の樹皮に付着することから始まり

ます。付着した病原菌の白い菌糸膜は樹皮上に広

がり，樹皮と形成増をえ死させます。また，木部

を腐朽させ，樹皮にはくぼんだ胴枯病斑が現れま

す。細い幹なら短期間で病斑が一周して枯れてし

まいます。太い幹では何年にもわたって菌糸膜が

広がりますが，それにつれて胴枯摘斑も拡大し，

強風により胴枯病斑から折れやすくなります。絹

皮病は暖温帯の九州地域の天然広葉樹林で発生し
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ており，その構成樹種のほとんどが侵されます。

巣作りのために烏が運んだ罹病枝葉が落ちて，樹

皮に付着したところから病原菌が侵入することも

あります（写真①)。

＊＊＊

絹皮病と同様に，病気を起こす力が強い病原菌

によって発生する病気にスギ赤枯病とスギ満腐摘

があります。この2種の病気は同じ病原菌による

ものですが，苗畑や林地で葉・枝枯病を起こすも

のをスギ赤枯病，林地で幹に胴枯病を起こすもの

をスギ溝腐病として区別しています。病原菌は幹

の樹皮から直接侵入せず，当初緑色枝の無傷の樹

皮から侵入した病原菌が，罹病枝を伝って幹の樹

皮へ侵入します。病原菌は樹皮の中で生き続けて
おうせい

おり，幹の成長が旺盛な時期に胴枯病斑の周辺か
しようい

ら傷瘻組織による巻き込みが起こっても，え死病
ふさ

斑が巻き込み以上に拡大するので，満は塞がるこ

となく年々広がっていきます。幹に縦長の満がで

きるのが特徴で，満の中央部には病原菌が幹に侵

入した際の枯枝の跡が残っており，満の中の木部

には腐朽が発生しています（写真②)。

＊＊＊

樹木が生理的に衰弱したことが引き金となって

発生する病気にスギ暗色枝枯ﾘi)jがあります。病原

菌の病気を起こす力は弱いので，樹体が健全に生

育しているときは病原菌は侵入することができま

せん。しかし，降雨が少ないため樹体が乾燥する

と，樹体の中で生理的な衰弱が強く現れる枝基と

枝周囲の幹の樹皮に病原菌が侵入します。また，

枝枯れと同時に枯枝を中心にした紡錘形の胴枯病

斑が樹皮に形成されます。降雨により樹体が回復

すると胴枯病斑の拡大は止まり，病斑の周囲から



。

戸

■
１
一
『
‐

１
１

爾
恥
覗
噴 鷺澱 写真①：シイ類の絹皮病

幹に広がった病原菌

の白い菌糸膜とその中
のくぼんだ胴枯病斑

醐浦
心』

F1

職■可蓉 LI別.,蝿．ドI 師
輔
反
日
雲 写真②：スギ溝腐病

溝状の胴枯病斑とそ
の中心に見える枯枝痕

1

Ｉ
Ｉ、

山

唖

写真③：スギ暗色枝枯病

枝枯れと枯枝周辺の

幹に広がった紡錘形の
胴枯病斑

I
b

ノ

隅

写真④：ヒノキ漏脂病

樹皮上に漏出する樹

脂と樹皮が偏平になっ深■a

腱晶
ト19

悪Iイ鴇 た胴枯病斑

写真0 写真便 写真⑬ 写真、

らゆ

傷演組織が形成されて胴枯病斑は塞がり治癒しま

す。胴枯病斑の形成に伴って木部に変色が発生し

ますが，胴枯病斑が塞がりにくいと木部に腐朽が

発生することもあります。胴枯病斑が塞がるとき
こん

に樹皮上に治癒痕が現れるので，治癒痕が兇分け

られれば木部の変色が発生していることがわかり
は

ます。しかし，治癒痕は数年すると剥げてしまう

ので，伐採して初めて木部の変色が発生している

ことに気づくことになります（写真③)。

＊＊＊

病原菌が侵入するときに樹皮に傷が必要な病気

ではヒノキ獺脂病があります。病原菌が侵入する

ための傷は，凍害による樹皮の裂け傷やヒノキカ

ワモグリガ幼虫の食害による傷などが考えられて

います。漏脂病の特徴は樹皮の胴枯病斑から樹脂
あやま

を継続的に漏出することです。過って付けた樹皮

のナタ傷や枝打ち傷からも樹脂が漏出することが

ありますが，この場合の漏出は一時的なものです。

樹脂が継続して漏出するのは，傷に加えてそこか

ら侵入した病原菌の影響と考えられます。樹脂の

継続的な漏出に伴って樹皮と形成層がえ死し，さ

らにえ死の拡大と相互の連続により偏平になった

胴枯病斑が樹皮上に形成されます。胴枯病斑は巻

き込まれず，木部には腐朽が発生します（写真

④)。

＊＊＊

これら4種の胴枯病は，樹皮上に病気ごとに特

徴ある胴枯病斑を形成すると同時に木部に変色や

腐朽が発生するので，それらの被害が材価を低下

させたり，利用不能にするなどの大きな影響を林

業生産に与えます。これらの影響を軽減するため

の対策を森林の施業面から考えてみると，広葉樹

の天然林で発生する絹皮病の場合は，病原菌や罹

病木の駆除は現実的に難しいのですが，発生本数

率が低く安定していることから，現状では放置し

て差し支えないと思われます。スギ溝腐病とヒノ

キ漏脂病の場合には，被害木を発見したら適宜に

伐倒駆除するか，除間伐の際に優先的に伐倒する

ことが必要です。これらの病気の胴枯病斑は明確

な特徴があるので，被害木を伐倒駆除することは

可能と思われます。スギ暗色枝枯病の場合には，

樹皮上の胴枯病斑の治癒痕を目印に被害木を適宜

に伐倒駆除するのが望ましいのですが，立木のま

ま治癒痕を確認するのが難しいので，その実施も

難しいと思われます。除間伐時に木部に変色が多

数発生していることが確認された林分では，長伐

期化は避け，木部の変色が発生していてもあまり

問題にならない並材の短伐期生産が適していると

思われます。

林業技術No.6881999.7-⑳



樹皮と森林害虫のかかわり

まきのしゅんいち

森林総合研究所森林生物部森林動物科昆虫生態研究室長牧野俊一

樹木害虫はよく，その加害部位によって食葉性，

穿孔性，食根性の3種類に分けられます。このほ
し

かにも葉や芽に虫こぶを作るものや，飾部を流れ

る樹液などを吸う吸汁性のもの，あるいは種子を
そ

食べて発芽能力を阻害するものなどもいますが，
ど

害虫としての重要度，つまり樹に与えるダメージ

や材に与える撹害は前三者に比べると，一般的に

はさほど大きくありません。そしてこれら三帝の
せん

巾でも，幹や枝に穴をあける穿孔性害虫にはカミ

キリムシやキクイムシなど横綱級の害虫が含まれ

ており，森林保護の観点からは最も重要なグルー

プです。こうした穿孔性害虫はおのずと樹皮とい

ろいろなかかわりを持つことになります。両者の

関係を簡単に見てみましょう。

●産卵場所としての樹皮

樹皮にはまず産卵場所としての意味があります。

樹木を加害するカミキリムシの多くは樹皮に産卵

しますが，産卵の仕方には大きく分けて二つあり

ます。一つは木に何も加工せず，直接木に産卵す

るタイプで，この場合，粗皮と呼ばれる外樹皮の

めくれた部分や枝の付け根，場合によっては割れ

たり腐朽したりして露出した材部に卵を産み付け

ます。スギの生立木を加害して枯死をもたらすこ

とのあるスギカミキリも粗皮の間に産卵します。
あご

一方，産卵前に大顎で樹皮に傷をつけ，そこに産

卵するタイプもあります。産卵加工と呼ばれる行

動ですが，このタイプのカミキリでは一般に，直

接卵を産むタイプより卵は大きく蔵卵数は少なく

なります。卵を産むために余計なコストがかかる

せいでしょうが，その分，卵の生存率が高いのか

もしれません。松枯れを起こすマツノザイセンチ

ュウの運び屋マツノマダラカミキリも産卵加工を

⑳－林業技術No.6881999.7

行います。

樹皮の厚さや表面の微妙な違いが，穿孔性害虫

の侵入しやすさに影響することがあります。例え

ば，中国のポプラで猛威を振るっているツヤハダ

ゴマダラカミキリの場合，樹皮の滑らかな品種よ

りも粗い品種のほうが被害を受けやすいといわれ

ており，これも産卵しやすさが木の表面の状態と

関係しているからかもしれません。

鐙食物としての樹皮

樹体は外側から，外樹皮，内樹皮，形成層，材

部に分けられます。穿孔性害虫の多くは，主に内

樹皮（と形成層）を食い荒らす樹皮下害虫です。

もちろん後に述べる養菌性キクイムシや，大型の

カミキリムシ，コウモリガなどのように材部まで

加害する穿材性害虫もいますが，ここでは樹皮下

害虫を中心にお話しします。

代表的な樹皮下害虫であるその名もヒノキカワ
リんしも《

モグリガという小型のガは，鱗翅目としては珍し

くスギやヒノキの内樹皮を食べます。卵は針葉に
ふ

産み付けられ，孵化直後の幼虫は葉を食べますが，

すぐ穿孔して内樹皮を食べるようになります。と

ころで，不思議なことに幼虫は時折外部に脱出し，
肱

樹皮上を這い回っては再穿孔を繰り返します。幼

虫は何の武器も持たないウジ状の虫です。樹幹の
陣いかい

上はアリをはじめとしたさまざまな捕食者が排掴

する危険この上ない場所。なぜ幼虫はそうした危

険を冒してまで頻繁に場所を変えるのでしょう。

ある程度の期間樹皮下にいるとスギの樹液に巻か

れる危険があるから，場所を変えるのだという仮

説がありますが，まだはっきりしていません。

同じく代表的な樹皮下害虫がスギザイノタマバ

エです。タマバエ類は一般には，植物のさまざま



な部位にそれぞれの種特

有の形をした虫こぶを作

り，成虫になるまでその

中で暮らします。ところ

がスギザイノタマバエは

虫こぶは作りません。今

のところ九州（と本州の

ごく一部）からだけ知ら

れています。幼虫は鮮や

かなオレンジ色をしてお

り、口から一種の消化液り，口から一種の消化液を出して内樹皮を溶かし

ながら摂食します。ヒノキカワモグリガもスギザ

イノタマバエも材質劣化害虫と呼ばれ，木を枯ら
こん

すことはないものの，前者では食痕が変色したり

巻き込みを起こし，後者では辺材部の表面に皮紋

と呼ばれる模様や凹凸がつくため，被害材は磨き

丸太のような用途には全く適さなくなってしまい

ます。

キクイムシ類（キクイムシ科とナガキクイムシ

科）には多数の樹皮下害虫が含まれています。幼

虫は自分たちで内樹皮を食い進んでいくため，そ

れぞれの種特有の形の食痕が樹皮~ドに刻まれるこ

とになります。その形は千差万別で，場合によっ

ては食痕の形だけで加害種を同定することすら可

能です。キクイムシ類にはこうした樹皮下に住む

タイプのほかに，材部にまで侵入するタイプがい

ます。彼らはしかし材そのものを食べるのではな

く，特殊な共生菌を坑道内で育ててそれを食料と

するため，養菌性キクイムシと呼ばれます。昨今

ナラ類の集団枯損との関係が取りざたされている

カシノナガキクイムシや，枯死|剛もない木に入り

線香状の木屑を出すハンノキキクイムシもこのグ

ループに属します。一般に樹皮下キクイムシより

も，養菌性キクイムシのほうが寄主範囲が広い傾
すみ

向があります。後者では木は食料でなく，単に住
か

処と菌の栽培場所であるという事情が関係してい

るのかもしれません。

このほかにもマスダクロホシタマムシやヒメス

ギカミキリも，衰弱・枯死後や伐倒後のスギ・ヒ

ノキの樹皮下害虫として普通に見られます。これ

レスギカミキリの食痕

司スギカミキリ成虫

写真はいずれも

森林総合研究所

昆虫生態研究室

所蔵蕊
らも主な篭は内樹皮ですが,蛎化の際に材の表面
を傷つけることがあります。マスダクロホシタマ

ムシは，新設林道のわきや潮害を受けたヒノキに

発生して枯死させることがあるので有名です。ま

たヒメスギカミキリは，かなり乾燥した材でも平

気で穿孔します。虫の種によって，寄主の樹種だ

けでなく，好みの乾燥状態も異なるのは当たり前

のようですが，では生態的・栄養生理的にどのよ

うな要因がそれに関与しているかについては未解

明の部分が多く残っています。
はく

懲剥皮による虫害予防

こうした穿孔性害虫の侵入を予防する方法とし

て，伐倒後の速やかな剥皮が効果的であるとはよ

くいわれることですが，実際にはどうでしょう。

剥皮はヒバノキクイムシなどの樹皮下キクイムシ

やカミキリムシに対しては有効です。これらは内

樹皮を食べたり産卵場所としているので，樹皮が
うなず

ない木には寄りつかないのも頷けます。剥皮はま

た，やはり樹皮に産卵するオオゾウムシに対して

も極めて効果的です。この幼虫は辺材部に直径1

cInほどの穴を10cm以上にもわたってあけてし

まうため，材は台無しになってしまいます。伐倒

したマツの伐根や丸太，あるいは切り捨て間伐や

風倒スギなどから大量の木屑が出ているのを見か
しわざ

けることがありますが，それはこの虫の仕業です。

これに対して，ハンノキキクイムシのように材

部に侵入する養菌性キクイムシに対しては，剥皮

は効果が小さいようです。また剥皮は材の日割れ

の原因ともなりますし，何といってもコストがか

かるという大きな難点があり，大量の丸太に対し

て行うのは困難でしょう。問題となる害虫の産卵

時期や成虫脱出時期，発育期間といった知見を利

用して伐倒時期を調節したり，虫害発生時期を見

極めたうえでの薬剤散布が，より実際的と思われ

ます。
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勺本会総会での表彰風景

日本林業技術協会では，林業技術

貢献し，林業の振興に多大な功籟を

た方に対して，毎年，林業技術賞を

彰しています。今回の選考では，宮

推薦の伊藤彦紀氏(35歳),埼玉県支

崎尾均氏(43歳)，岐阜県支部推薦

一氏（38歳)，滋賀県支部推薦の太

の向上に

上げられ

贈呈し表

城県支部

部推薦の

の横井秀

滋賀県支部推薦の太田明氏

(48歳）に贈呈されゥ5月:26日の本

上で表彰されました。

会総会席

第45回林業技術賞業績紹介

－

国産針葉樹の難燃化処理技術の開発・製造に糠
篝
・
毅
術
賞

携わって
元 廟

●受賞者紹介昭和62年3月，岩手大学農学部林学科卒業。同年4月，宮
城県古川農林事務所，平成2年4月，同県林業試験場平成7年4月，同県水
産林業部林政課平成9年4月，同県迫農林振興事務所勤務。現在，同所林業
振興部林業振興課彗及経営第二係係長｡林業試験場木材利用科勤務中，「改良木
材の製造方法および改質木材」の特許を共同で取得。現職ではその普及に努め
るなど，技術開発・利用拡大に果たした功績は大きい。宮城県支部推薦

－～ワ霊
》

いとうよしのり

伊藤彦紀

1．はじめに

今'111の受撤対象となりました「難燃化処哩技術」は，

私が林業試験場に在籍していた平成4年に，東北大学

工学部建築学科言橋博三教授(当時助教授)，板垣i}!WT:

助手(当時修士課程)およびヤマガタウッドテック(株）

近和栄社長との共同研究により開発した技術です。

当I1#は林業試験場に燃焼関係の試験装侭がなく，開

所したばかりの岩手県林業技術センターにおいて性能

試験をさせていただきました。難燃化処理の推本技術

となるシリカゾルとリン酸の複合含浸処理については，

岩手県林業技術センターからの帰途，東北ロ動車遡を

走行!IIのたわいもない雑談から生まれたもので，剖合

すんなりと技術開発ができたことを覚えています。

2．難燃化処理技術の開発

技術開発のキーワードとなる産官学の共|剛研究の立

ち_l二げは，将来のスギ需要拡大のためには内・外装材

としての用途開発が急務となるとの判断によるもので，

その柱の一つとして難燃化処理の技術開発がありまし

た。

｜淵発にJiたってのコンセプトは以ドの4点で，科学

的な手法開発よりも新たな建築材料の|淵発という視点

から設定し，実大材レベルでの製造方法を検討しまし

た。

<基本コンセプト＞

①準不燃材レベルの雌燃性と寸法安定性および材の硬

化を同時に付与。

②製造から廃棄に至るまですべての段階で環境負荷が

少ない。

③特殊な製造装置を要しない。

④国産材とりわけスギ材の断用途開発。

準不燃材の基準を満たす木質材料の先例が2例しか

なく，かつ化学反応系の処理方法であるため，個体間

のバラツキが大きいスギへの応用が困難であると判断

し，シリカ（雌駿）を満川した製造方法の検討を行い

ました。

サンプルを作成し予備試験を実施した結果，シリカ

は発煙抑制効果および変形抑制効果が大きいものの，

着火抑制効果が低く，期待した性能を得ることができ

ませんでした。そこで，従来より難燃剤として使用さ

れているリン酸との細み合わせについて検討し再試験

を実施した結果，準不燃材の基準を満たす製品の開発

が可能となりました。その後，平成7年度まで各種試

⑭一林業技術No.6881999.7
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処理材の乾燥

｜
V

シリIカゾルの加圧含浸

験による科学的なデータ収集と製造方法の確立

および特許取僻下続きを行い，平成9年8月1

11,特許第2678345号により特許として登録さ

れました。

この特許に基づく準不燃材の製造の基本的な

流れは図①に示したとおりとなっています。

3．難燃化処理技術の実用化

実大プランI､による準不燃・難燃材の製造は，

登米lil1森林細合（代表理事組合農･伊藤幸一氏）

とヤマガタウッドテックの業務提携による建設

大臣への準不燃材料，雌燃材料の材料認定（個

別）取得と，登米l1l噺庁舎への試験施二I:により

開始されました。

この実川化がTII能となったのは，、|産成9年度

の人事異動により現在のl職場に赴任した|礫，盗

米町森林組合が林椛馴業により含浸処理施設を

含む木材加工施設繋備の奥っ簸!|'で，竹内信男

参事以下，担当職員の|司意により覗業の大幅な

変更を行ったこと，ヤマガタウッドテックとの

業務提携を締結したことの2大要因と，庁舎の

設計変更にご尽力くださった登米町関係者のご

協力によるものです。

l1li群の業務提搦は，製造工程における分業型

で，図①の1～5までの含浸処理工程を登米町

森林組合，6以下をヤマガタウッドテックが実

施し，製造販売するというスタイルになってい

ます。これは，既存の生産ラインをそのまま生

かし，無駄な投資を街くという合意から確立し

たものです。

このような体制鴨附と材料認定手続きを並行

して実施し,平成10年12H24日に建設省から

準不燃材・難燃材の材料認定を受けました。世

間はクリスマスムード典っ賊!'』で，関係者で，

よいクリスマスプレゼンl､をもらったと祝杯を

上げました。

含水率1()％以下

圧力0

シリカ

98MPa/cm2時間2時間

の含浸歎100k2/m3

『r藍-?二犀
含水率10%以~ig

'4・りン酸の加圧含浸

’側鱒鯏；
'5藷燥

含水率

|“燕ｼ:》:Iブﾚｽ加圧反応処理
圧力0.1～0.3MP

時間30分間淵

'7蕊ﾌ;域烏ﾙ系樹脂による積層｜

|紗澄黛げ加エ1㈱・’

m理時間2時間

OkR/m3

10%以下

a/cm2

I唯160｡〔

図①準不燃材の製造工程

!I

写真①珪加木を使用した登米町新庁舎識場

4．おわりに

今回の一連の取り組みの中で，一つの技術開発と製

品化には多くの人々の力が必要となること，時流を得

るというほど大それたものではありませんが，タイミ

ングというものがいかに大切であるのかということを

感じさせられました。

今後，「珪加木｣のみならず，木材加工の分野で形の
つく

あるものを創っていくことを誓いまして，雑文の終わ

りとさせていただきます。

製造販売する製,lifiは，化澗木材である珪化木とシリ

カ（珪酸）を含没することからヒントを得て「珪加木」

と名付け，写真①の登米IIIJI新庁舎への施工のほか，宮

城県白石市「白石いきいきプラザ」への施工など順調

に製造販売しています。

さらに，ヤマガタウッドテックでは製品のバリエー

ションを増やす取り組みを開始し，新たな商,IAとして

の製造販売体制の確立を目指しています。
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謹渓畔林の更新機構の解明と再生に関する研究 一
《
臓
翠
一

およびその普及

極､桶'ロベ
ー理

一一古一

●受寅者紹介昭和57年3月,静岡大学大学院理学研究科修士課程生物学
専攻修了。同年4月，埼玉県秩父農林振興センター中津川林業出張所，昭和59

年4月，同県寄居林業事務所治山課昭和62年4月，同県林業試験場造林保護
部勤務。現在，同部専門研究員。博士(理学)。平成9年，第9回全国林業試験
研究機関協議会より研究功績賞受賞。研究成果は各種事業に生かされ，また，
報告書各種普及誌などを通じ渓畔林の重要性の周知に貢献。埼玉県支部推薦

嬢
鍵
鱸
灘
識
凝

さきおひとし

崎尾均

1．はじめに

河川や渓流の周辺には，周りの森林と･は異なった鍼

観を持った河畔林や渓畔林が分布している。埼玉県秩

父III地の冷温帯の渓流沿いには，シオジ･サワグルミ・

カツラ等を林冠木とする天然の渓畔林が広がっている

(写真①)。渓畔林は，水源かん養・土砂流失,111腹崩

壊防11名・保健休礎機能だけでなく，景観形成にも大き

な役剖を果たしている。また，生態的機能を通じて河

川生物相に多大な影響を及ぼしている。樹冠による「｜

射遮断は，イワナ・ヤマメなどのサケ科魚類の生息．

繁殖にとって，気温の上昇する夏季や特に流鼓の少な

い最上流域水温の上昇を抑えるうえで重要な役割を果

たしている。しかし，戦中戦後の伐採によって多くの

渓畔林が失われてしまった。

渓畔林を含む水辺林の研究はまだ始まったばかりで，

森林の構造はもちろんのこと，更新機描に関してはほ

とんど解明されていない。本研究は，渓流域の管理方

法を模索し，消滅した渓畔林を再生し，磯かな生態系

を保持した渓流を取り戻すことを同的としている。そ

のため，わずかに残された天然の渓II'卜林の樹種分布．
かく

描造・更新機構を渓流域の撹乱体制とおのおのの樹木

の生活史から明らかにし，それを将来のモデルとして

渓畔林再生技術の検討を行った。

2．多様な渓流攪乱と微地形

河川・渓流域では，増水による砂礫の移動が日常的
I,;んらん

に生じている。ときには氾濫によって樹木が根こそぎ

流し去られ，新たな土砂礫の堆穣によって段丘状の高

位氾濫原が出現する。林冠木が破壊されるような土石

流や谷壁斜面からの山腹崩壊によって，大規模な地形

変動や流路変動もしばしば見られる。これらの土砂礫

によって谷が埋まり，流路の拡幅部が生じたりする。

もちろん普通の森林で見られる樹木の立ち枯れ，根返

りによる林冠ギャップの形成も見られる。これらの頻

度・サイズ・強度の異なる撹乱によって形成された渓

畔域の微地形構造は複雑なモザイク状となり，そこで

は土壌・水分・光環境の異なった流路・旧流路・砂礫

堆積地・谷壁斜面などの立地に適応した植物群が種・

齢・サイズの異なるモザイクを形成する。その結果，

水辺域には多くの植物種が更新，生育することによっ

て多様性が生じている。

3.渓畔林の更新機構

埼玉県大滝村の天然の渓畔林において，渓流に沿っ

て調査区を設定し，樹種椛成，森林柵造（サイズ・分

布・樹齢)，稚樹・実生の生存・分布を、地形・土壌.

⑨

”Rh

窪
bも

報

議篝
P

幸

缶

－

…

皇垂:辻

江』-年

写真①埼玉県秩父の渓畔林（シオジが優占種）
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光環境の関係から解析した。その結果，シオジ・サワ

グルミ・カツラの3砿が林冠木の優占種で共存してい

た。この共存を可能にしている原因は，種子生産，散

布，発芽，実生の生存など3種の生活史特性が異なり，

そのおのおのが渓流域の非常に多様な撹乱によって生

じたモザイク状の微地形に対応しているためであった。

渓流域全体に分布している耐陰性の強いシオジは，

砂礫地を中心に多くの稚樹群落を形成し，ギャップの

出現によって林冠木に成長する。シオジより先駆的な

性質を持っているサワグルミは，大規模な1I1腹崩壊や

土石流などの臓乱跡地に一斉に侵入し更新する。一方，

個体数の少ないカツラは，主幹の周りに多くの萌芽幹

を持ち，主幹が枯死したあとは萌芽幹が成長し個体を

維持していた。カツラの実生は無機質の土壌が露出し，

光環境の良い非常に限られた場所で定着していた。

4．渓畔林の再生技術

再生・復元のモデルとなる天然の渓畔林の研究結果

からは，璽要な知見が多く得られた。結実特性からは，

種子の長期保存の必要性，種子散布特性からは残存木

からの種子散布の可能性，実生・稚樹・林冠木の分布

からは植栽樹種や植栽場所の選定などの情報を得るこ

とができた。その結果，渓畔林再生の第一段階として，

林冠木の優占種であり渓流の撹乱によく適応して更新

しているシオジを導入することが重要と判断された。

しかし，シオジは緑化樹としても苗木生産されていな

いので，種子の採取から苗木づくり，植栽方法までの

検討を行った。シオジは年による獅子の豊凶の差が著

しく，毎年種子を確保できないので長期貯蔵方法も開

発した。

渓畔林の再生・修復には周辺の状況を考慮して，以

下のような方法によることが適当と考えられた。

(1)周囲に残存木や林分がある場合は，それらからの

種子散布を期待するとともに，林冠木の苗木の植

栽を行う。

(2)渓畔林が喪失している場合は，本来の自然植生を

推定して苗木の植栽を行う。渓流沿いの林道・治

山工事の行われた周辺の無立木地がこれに相当す

る（写真②)。

(3)人｣二林や外来植生に殺われている場合には，それ

らの樹木を間伐して本来分布していた樹種の苗木

を|価栽する。渓流沿いのニセアカシア林がこれに

当たる。

実|際の再生試験は上の3つのケースで，造林事業や

治山事業とタイアップして行った。植栽樹種としては

駒

壷

子
租

ソ

畠
型 露露．

写真②魚道周辺の砂礫地に植栽されたシオジ・トチノキ

シオジのほかにトチノキやサワグルミ等を用いた。そ

の結果，シオジは土砂に埋まっても不定根を出すなど，

他祁よりも渓流の脳乱に強く，また水際で早い成長を

示した。

5おわりに

本研究の成果に基づいて，埼玉県内だけでなく近県

においても渓畔林の造成事業が開始されている。しか

し，この分野の研究は始まったばかりでデータの蓄積

も少なく，再生技術については手探りという状態であ

る。今後は，渓畔林の再生技術の開発とともに渓流・

河川域の椅理技術も含めて検討していく必要がある。

研
修
計
画
の
ご
案
内

財林業土木コンサルタンツ平成11年度公開研修

●林道トンネルの調査設計と施工管理…9.1～10

●林道計画と施工技術…･･･……………927～10．1
●森林と水資源”………･･…･…………･10.4～8
●環境影劉評価・…･………･…･………･･1018～22

専門的知識の習得を図り，また，集合研修による相
互啓発・情報交換を通じて職場における業務の推進に
資するものとします。この機会をぜひご活用ください。
財林業土木コンサルタンツ技術研究所（研修会場）

〒370-0851群馬県高崎市上中居町42-1
a027-330-3232FAXO27-323-3335
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広葉樹林の造成・保育技術に関する研究とその普及
「
１

称
鐸
隼
識
術

魚
●受賞者紹介昭和58年3月,千葉大学園芸学部環境緑地学科卒業昭和

61年3月，同大学院園芸学研究科環境緑地学専攻修了。同年4月，岐阜県寒冷
地林業試験場勤務。現在，岐阜県森林科学研究所専門研究員。長年，寒冷多雪
地帯である飛騨地方の広葉樹育成に関する試験研究に取り組み，適正な密度で
管理すれば生産性の高い林分へ誘導できることを究明。飛騨也方の広葉樹林の
あり方に光明を与え，その成果は広く普及されている。岐阜県支部推薦

Z

よこいしゅういち

横井秀菅
員

1・はじめに

広葉樹林に対する関心と期待が高まる中，岐阜県内

をはじめ各地で広葉樹人工林の造成や広葉樹二次林の

改良が行われている。しかし，広葉樹林の造成や保育

は，行政はもとより多くの森林所有者や林業技術者に

とって，これまで未経験であった。加えて，研究情報

の蓄積が少ないために，研究機関からの技術提供も十

分ではなかった。そのため広葉樹林施業の現場ではシ

試行錯誤の中で，あるいは全くの独断で施業が実施さ

れることが多く，施業効果が得られなかったり，施業

がマイナスに作用することも起こっている。こうした

現場で求められるのは，断片的であったとしても，少

しでも多くの，より効果的，実用的な技術と有益な情

報であると考えた。そこで，広葉樹林の造成・保育に

関する研究を幅広く行うとともに，得られた成果の中

で現場に導入できるものから順次情報を提供するよう

努めた。本稿では，そのうちの龍なものの内容をかい

つまんで紹介する。

2．広葉樹の造林に関する研究
代表的な造林樹種であるケヤキの造林適地，植栽密

度にIMIする研究，その他有望な樹種の植栽後の保育方

法に|典Iする研究などを行った。

そのうちケヤキの造林適地の研究では’次のことが

明らかになった。①ケヤキ造林木の成長は,立地によ

り大きく異なった，②ケヤキの成長はA畷が厚いほど

良かった(図①)，③ケヤキの成長が良い土壌は透水性

も高く，こうした土壌はBD型より湿潤な土壌型であ

った。

これらのことから,①ケヤキの造林適地はA層の厚

さで指標できる，②立地を選択する際は，地形と植生

からおおよその適性を判定し，そのうえでA畷の厚さ

を確認する方法が効率的である’ことを普及した。

3．広葉樹林の保育に関する研究

広葉樹二次林の保育(整理伐)では，「広葉樹は採材

に必要な枝下高になるまでは高密度で育て，その後は

肥大成長の促進を目的に間伐を行う｣，「後生枝の発生

を抑制するため，立て木を保護する副木を残す」とい

われている。しかし，これらの考え方はデータに基づ

いて具体的に説明されておらず，現場に浸透していな

かった。そこで，わかりやすい広葉樹林の保育技術の

開発を目指し，研究を行った。

（1）枝下高を基準とした広葉樹林の保育

ミズナラを中心に，林木のサイズと樹冠の大きさと

の関係を解析した。その結果，①林木が成長するため

には，サイズに応じた樹冠の大きさ（生育空間）が必

要である(図②)，②樹冠幅と樹冠長には比例関係があ

り，かつ最大樹高には限界があることから，枝下高が

林木の成長の限界を支配する因子である，と考えられ

た。

一方，枝下高は収穫量を決定する因子でもあるため’

技下高を基準とした広葉樹林の整理伐方法を，以下の

ように提案した。①広葉樹林の整理伐の適期は，収穫

の対象とする立て木の枝下高が基準に達したときであ

る，②基準の枝下高は樹種ごとに異なり，その樹種の
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図①A層の厚さとケヤキの樹高成長愛の関係
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25 を持つ林木は多く，後生枝の発生は普遍的

な現象である，③ただし，ほとんどの後生

枝が発生当年か翌年に枯れていることから，

通常の林内の光環境は後生枝の生存に十分

ではない，④強度な整理伐を行うと後生枝

が発達するのは，林内の光環境の変化によ

るものである，ことが考えられた。

この結果を基に，①後生枝の発生が樹種

特性によるものであり，現段階でそれを直

接抑制することは困難であるため,｢広葉樹

は後生枝を発生させるものである」との認

識を持つことが必要である，②林内をでき

るだけ明るくしないため，中・下層木は作

業に支障のないかぎり極力保残する，③伐

倒による整理伐は林内の光環境を急変させ

が生じる，作業に時間がかかるなどの短所

から，巻き枯らしによる方法が有効である，

○
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ミズナラの胸高直径と樹冠幅の関係

16018()

図⑫

利用に最適な採材寸法と玉数から求めた長さと，目標

の径級まで成長するために必要な枝下向とを勘案して

決定する。クリのように20cm程度の末｢I経でも長材

であれば価格が高いものと，ミズナラのように太さが

価格に反映するものとでは基準の枝下i断が異なる，③

枝下高が基準より商くなりすぎた林木は，同標佳級ま

で成長できないため，立て木にしない，④広葉樹林は

樹種やサイズ，形質が異なる林木の集卜11であることが

多いため，広葉樹の保育はllil体符理が蕪本となる。

（2）後生枝の起源と発生・発達

広葉樹林の整理伐のIIM題となっている後生枝につい

て研究した。その結果，①ミズナラの後生枝の起源は，

開芽しなかった冬芽に[|]来する瀞伏芽であった（写真

①)，ミズナラのような頂芽優勢の性質が強く，|州芽し

ない側芽を多く持つ樹種は，樹種特性として後生枝発

生能力を有している，②無施業の広葉樹林でも後生枝

る，支障木が生じる，作業に時間がかかるなどの短所

を持つことから，巻き枯らしによる方法が有効である

ことを普及した。

4．おわりに

今，こうしている間にも広葉樹林施業は進められて

いる。しかし，広葉樹林の造成・保育技術は，まだま

だ未熟である。その技術をより確かなものにするため

には，さらに研究を進めるとともに，得られた成果を

そのつど現場に通ﾊ』し，技術の有効性を検証しなけれ

ばならない。

なお，ここに示したものを含めた一連の研究の多く

は,,1皮単県寒冷地林業試験場が昭和45年の発足以来行

ってきた広葉樹林施業に関する研究を引き継ぎ，発展

させ，それを現所属の岐阜県森林科学研究所で継続し

ているものである。末筆ではあるが，諸先輩方，一緒

に調査・研究を行った多くの方々に感謝する○

写真q
ミズナラの後生枝から髄に

つながる組織(budtrace)

し

IIIIIIIIIIIII,IIIIIIIIIIII,ﾙIII'IIIIIIIIIIIIIIII,l,"IIIIIIII",Ⅲ臘鰄脇靴|燃燕調M聯剛
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菌根性きのこの栽培技術の開発とその普及
澤

箏
識

赫
業

技
纈
蕊

●受賞者紹介昭和48年3月，京都大学農学部林産工学科卒業。同年4
月、滋賀県森林センター勤務。平成3年3月，「担子菌類による芳香族アミノ酸

の二次代謝に関する研究」により京都大学より学位授与。現在，滋賀県森林セ
ンター試験研究係専門員兼係長。菌根性きのこの栽培技術の開発とその普及に
努め，農林水産技術会議事務局刊「平成7年度研究成果選シリーズ」にも採録。
林業・農山村振興に対する功總は大きい。滋賀県支部推薦

日

おおたあきら

太田明震

侭による林内戦境の変化であることが推定され，次い

でマツl11の環境改善を行えばマツタケが生えるように

なることが実証された｡公立林試では1980年前後から

その技術の普及に努めた。

ところが，近年マツタケ増産施業はあまり行われな

くなった。松くい虫の害やスギ，ヒノキの植林などに

より，手入れに適した林齢のマツ山がほとんどなくな

ったのが原悶である。マツタケ以外の菌根菌でも事情

は変わらない。

室内で菌根繭を栽培するためには，その生理的性質

を知る必要があるが，実験室ではほとんどの菌根菌の

①胞子が発芽しない，②菌糸の成長が遅い，③利用で

きる柵側が明らかでない，④きのこ（子実体）を形成

しない，などわからないことが多かった。まず，①と

②について検討し，ある程度の成果を得た。次に③に

ついて実験を行ったところ，ホンシメジなど数種がで

んぷんをよく利用することがわかった。そこで，でん

ぷんを主成分とする麦を使ってホンシメジを塔養して

みると，菌糸がよく成長し，寄主なしに子実体を作ら

せることもできた（表①，図①)c

1．はじめに

これまでマツタケなどの菌根性きのこ（菌根菌）の

人工栽培（ここでは室内栽培，施設栽培という意味）

は困難とされていた。当所では，1993年に菌根菌の1

つであるホンシメジの栽培に成功し(写真①)、その後

の改良によって実川栽培も可能な域に達した。同様の

方法でナガエノスギタケも栽培できるようになった。

栽培法そのものについては，すでにいろいろな所で

発表させていただいているので，ここではそれに至る

経緯やそれから考えられる事柄を中心に紹介する。

なお，この技術開発により林業技術賞の栄に浴した

のであるが，著者は生来このような晴れがましいこと

は好きではない。にもかかわらず辞退しなかったのは，

この機に読者論'儲に聞いていただきたいことがあった

ためであり，これについても鍛後の項で触れてみたい。

2．栽培に至る経緯

際i根性きのこといえば，わが国，とりわけ西日本で

はマツタケである。生産鐙が急速に減少しだしたマツ

タケを増産するため,1960年代の初めから菌根菌の生

態的および生理的研究が活発に行われた。その成果の

1つとして，マツタケの減産の原因がアカマツ林の放

a

、

写真①1993年当時の実験室でのホンシメジ栽培状況

⑳－林業技術No.6881999.7



表①添加溶液の組成

物質名濃度(1,000ml当たり)a)

クエン酸b）

KH2PO4

MgSO4･7H20

cacl2

アセチルアセトンb）

FeCI3･6H20

ミネラル混合物c）

0.5g

0.1g

0.29

10mg

5'uL

50mg

4mg

a)気乾状態の栽培材料を川いて培地を作成するとき

使用する水道水に溶解する濃度。すべての物質を

溶かした後,1MKOHでpH5.4とする。
Ijこれら2物質はFeの沈殿を防ぐために加える。
c)CuS04･5H2050,ZnSO1･7H2033,CoSO$･

7H2010,NiS04･6H203,MnSO4．4-6H201

の重箪比の混合物。

3．栽培法の概要

その後の改良により，以前から栽堵されている木材

腐朽菌用の施設をそのまま利用できるようになった。

培地の主成分がおがくずではなく麦粒であることと，

覆土が必要であることを除けば，腐朽繭とほとんど同

じ手順，同じl-l数で栽塘できる。まだ多少の1冊l題は残

っているものの，比較的簡単に，現在のびん栽培から

の転換が可能である。この栽晴法は滋賀県の特許であ

るが，1県だけで独I1iすべきでないとの､ﾘ断から，全

国で栽培していただけるようになっている。

4．この成果から言えること

先の調査で，でんぷん利用能の問かつた菌根菌をす

べて栽培に供したところ，ホンシメジと同様の方法で

ナガエノスギタケとそのliil臓種が子実体を形成した。

ホンシメジは生理的性質の変異が著しい桃であり，ナ

ガエノスギタケは特異な環境に発生するなど，ともに

菌根菌としては変わり者ではある。しかし，これらが

栽培可能となったことにより"菌根菌は栽培できない”

という定説は崩れたわけで，このことは，さらに別の

菌根菌が栽培できる可能性のあることを示している。

また，最近では林地や鉢を川いる栽培の研究も急速

に進んでおり，何らかの人｣皇的な方法でマツタケを職

培するのも夢ではない時代が到来した。

5．むすびに代えて

常々疑問に思っていることに,｢都道府県の研究機関

は応用研究を」というのがある。いつ実用化されるか

わからない研究に金を使われては|氷1る，雑礎的な研究

は大学などに任せておけばよい，といった意味で使わ

1．培地の作成1'培地の作成’
大麦に添加液(表①)を加えて一夜放置。

合してピン詰｡直径1cmの棒を立てb1

菌。

'2接種｜

一夜放冷後棒を抜いて種菌を接種。

ｮ菌糸の培養’

2．接種

3菌糸の培養

22℃,60%R.H.で培養（約40B)｡
＆んえん

菌糸が蔓延したとき，滅菌しだ被覆材を

さらに10日培養。

4．子実体発生'4子実体発生’

おがくずと混

20℃で45分滅

加える。

15℃,90-95%RHの発生室に移す｡被霞材の上に子

実体が見えだとき，ふたを除去。

図のホンシメジの実用的栽培工程

れることが多い。でも本当にそうだろうか。

基礎研究にも，純粋に学術的なものから実用化に結

びつきやすいものまである。後肴の成果が得られたと

き，そこでそのまま終わるとは考えにくい。他人の成

果をうまく利川する11本人には蝋欠かない。したがっ

て，まだ実用化されていない技術は，それに必要な基

礎知識がまだIﾘlらかでないのである。

では，府隈がその基礎知識を得ることを自分でしな

いのなら，その研究をどこかに依頼しなければならな

いが，そんな取り組みはほとんど行われていない。得

られる成果を利用するには応分の研究費の負拠が必要

であるが，そうなると蕊礎研究には金を出さないとい

う般初の話と矛屑してしまうからである。

絲局，成果の僻られる望みのない“蕪礎実験をやっ

てはいけない研究”のために，時間と我川が浪賀され

ている。さらに，基礎から応用までこなせるｲr能な研
ざせつ

究者が，この思慮不足の言葉によって挫折し，あるい

は!|舷職していく。

ここで示したホンシメジやナガエノスギタケの栽培

は，その前のいくつもの生理実験がなければ成功しな

かった。この成果により，多くの人においしいきのこ

を食べていただけることもさることながら，上記の問

題を見ir[すきっかけとなることが著粁にとっていちば

んの光栄である。
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第Z"〃堂生獅業友揃研莞論文

コンテス人要旨
し
本
会
総
会
で
の
表
彰
風
景

日本林業技術協会では，林業技術の研究推進と若い林業技術者育

成のため大学学部学生を対象として，森林･林業に関する論文(政策

提言を含む)を毎年募集し，優秀な方を表彰しています。本号では，
入賞された7本の論文要旨をご紹介します（所属：応募時)。

なお，第7回までは，入賞者ご自身に取りまとめをお願いしてい

ましたが，論文審査委員会で取りまとめた要旨（寸評を含む）を，

前々回（第8回）より掲載することといたしました。

1林野庁長官賞ウ上
野
ま
す
み

第10回学生林業技術研究論文コンテスト

小学校における森林。林業教育のための

副教材の開発

将来に向けた森林の管理育成には，一般の国民に対する一肘の情報|)|1示と合意形成

が必要であるが，座|民の側にも森林の育成管理についての正しい知識と的確な認識が

求められる。本研究は，次代を担う感受性豊かな子供たちに，森林や林業についての

正しい知識と認識を持ってもらうための教材の開発に取り組んだものである。過去の

調査結果などから，小学生にとって文章からの情報の理解，吸収には限界があり，図

表，イラストなど視覚に訴える形式の教材が必要とされる一方で，単なる情報の伝達

にとどまらない考える教育が求められていることから，ワークシート形式の副教材の

作成に取り組んでいる。

内容的には，小学校学習指導要領の規定を基本とし，過去の調査でわかった「教師

が教えたいこと｣，「児童が学習してみたいこと，知っていること，知らないこと」な

どを考慮し，さらに「森林は再生可能な資源である｣，「林業は噸なる伐採業ではなく

森林を育成利用していく技術体系を持つ産業である」ことなど，林業側から補いたい
二とがら

事柄も加えた。

完成したワークシートを小学校教師に見てもらったところ，環境問題に関連づけら

れる内容のワークシートについては授業で使用しやすいという意見が多い一方で，林

業に関連する内容については，ワークシートを利用してまで深く掘り下げて学習しよ

うという所は少なかった。このことより，小学校教師が国土単元を環境教育の一環と

して位i勘づけており，林業に関連する内容には時間的にも授業の中で扱うことは|捌難

であることがわかったとしている。小学校教育で森林・林業教育に灘やせる時間は限

られているが，今Inlの研究によって，教師が授業に取り入れやすい形と内容であり，

かつ児童が興味を持って取り組めるような副教材であれば，使川してもらえる可能性

が．|･分にあることがわかったとしている。児童に森林・林業についての正しい理解と

認識を持ってもらうために，副教材を含め森林や林業に関するわかりやすい情報を，

林業サイドから横極的に提案，供給していくことは重要かつ有効であるとしている。

教材の必要性はだれしも考えることであるが，その作成には困難が伴う。そのテー

マに果敢に取り組み，多くの人の協力を得ながら努力を頚ね，一定の水準のものを具

体的にまとめられている点が評価された。

うえの

ますみ

東京農工大学

農学部

地域生態

システム学科
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q林野庁一長~~官~萱一】 第10回学生林業技術研究論文コンテスト

カワウのコロニーにおける

森林の衰退に関する研究
ロ美

本研究は，カワウのコロニーにおいて森林の衰退とカワウの営巣との関連を知るこ

とを目的としている。調査地は滋賀県近江八幡市伊崎半島(約57ha)で，州:目は，照

葉樹天然林とヒノキ，アカマツの人エ林がおよそ半々である。1980年代に初めてカワ

ウの営巣が確認され，現在では激しい森林被害が生じている場所である。

森林被害は，営巣タイプA:巣・被害ともにない林分,B:営巣密度が低く被害が

ほとんどない林分,C:営巣密度が高く被害が進行している林分,D:被害が激しく

営巣密度が低い林分,E:樹木が枯死し営巣が見られない林分，の順に進むと仮定し，

すべての営巣タイプを含むように50m×50mの方形区を4個設け,DBH10cm以

上の樹木について，樹種･DBH・営巣数．健全度を調査している。健全度は被害のな

い健全木から枯死木までを5段階で評illiした。健全度と成長量との関係を知るために，

成長錐による年輪解析を行った。また,伊崎半島全域を把握するために，幅20mのベ

ルトトランセクトを約2kmにわたって設定し,10mの区画ごとに営巣数を調査し，

林分の衰退状況を5段階で,植生の被覆度を10段階で評価した。営巣数が最も多かっ

たのは営巣タイプBにある方形区2であったが，樹木1本当たりの営巣数は営巣タイ

プCにある方形区3で最も多かった。また，方形区2では健全度2で，方形区3では

健全度3で営巣数が雌も多く，枯死木には営巣は見られなかった。営巣タイプDとE

にあたる方形区4ではヒノキの7割以上が枯死していた。以上より，森林の衰退に伴

い，健全度の低い樹木まで営巣木となり，森林の枯損とともにコロニーが放棄される
,kうす

様子が確認できたとしている。衰弱が進んだ健全度2，1，0の個体では最近1～2

年の成長城が急激に減少しており，健全度が樹木の生理的衰弱の指標ともなっている

ことが推測された。半島全体の営巣数は，1996年には約2,000巣だったものが，本調

査(1998)では約3,500巣と推測された。被害区域は1992年には1．6haだったものが

1995年には2.7haに拡大し,1997年には被害地は全滅状態になった｡伊崎半島全体で

カワウの個体数や営巣数は瑠加しており，被害も進行していると推測している。

カワウの森林への影響について定泄的に調査分析されたものであり，調査・分析の

方法も的確で，学生論文として非常に水準の高いものである。

ふじわら

さとみ

京都大学

農学部

森林科学専攻

大
越
美
香

【日本林学会会長賞、 第10回学生林業技術研究論文コンテスト

硬度。土質の異なる土壌における

ベニカナメモチの成長に及ぼす
通気と施肥の効果呈雰風

｜本研究は通気と施肥をより容易に行うために，プラスチック製の円筒（以下パイプ

林業技術No.6881999.7-③



という）を用いて，土壌条件を変えた植え鉢によるベニカナメモチの生育を比較した

ものである。その結果から，樹木に対する土壌の栄養状態と通気・透水性の影響につ

いて解析し，このパイプを用いた簡易な樹勢回復の可能性について検討している。実

験の方法は，赤土と黒土の2種類の土壌を大型植え鉢（上部直径61cm･1104)に入

れ，硬度を3段階に調節し，市販の3年生ベニカナメモチを3本ずつ植栽し，施肥と

通気の処理を行っている。

調査項目は，(1)新梢の伸長成長,(2)SPAD値の測定,(3)樹高･地際直径の測定（地

際直径は地上20cmとした),(4)試験終了時に層別刈取法による重量測定などを行っ

ている。

その結果，土質の違いにかかわらず，根および地上部の乾重量は，施肥を行った処

理が無施肥の処理より有意に大きな値となった。硬度の高い区では，素焼鉢の根詰ま

りのように，パイプの周囲には，多くの細根が巻きつくように集まっているのが観察

された。SPAD値，伸長成長なども土質硬度にかかわらず，施肥処理区は無施肥処理

区より大きな値となり，施肥の効果が認められたとしている。黒土の硬度の最も高い

区では，施肥およびパイプ区＞施肥区＞パイプ区＞無処理区の順に成長が良く，通気

の効果も処理間において有意に現れた。

総合考察として，土壌が硬化した所では，パイプにより通気を確保したほうが，施

肥のみより伸長成長は良く，乾重量も大きかった。この傾向は黒土の硬化が高い区で

顕著であった。しかし，通気のみの効果は期待できなかった。この結果，通気に要す

る処理は大規模な土壌改良によらなくとも，側壁に穴をあけた簡易なパイプでも効果

があることも明らかとなったとしている。

本研究の結果は，土壌踏圧，未熟で透水性の悪い切取基盤土，大型重機による転圧

地などに植栽され衰退が認められる樹木の，樹勢回復技術の開発の基礎を与えるもの

である。

識蕃で複雑な調査に精力的に取り組み,そのデー ﾀを的確に処理し,理解しやすい
形で結果を示している。また,SPAD値と土壌の関係について新しい知見を示してい

る。これから先の展開を予想させる水準の高い論文である。

おおこし

みか

宇都宮大学

農学部

森林科学科
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第10回学生林業技術研究論文コンテスト

轡津 玉川大学弟子屈演習林におけるカラマツおよび

グイマツのニホンカラマツヒラタハバチによる
5年目の被害実態

てしかが

玉川大学弟子屈演習林内で,1994年以来発生が続いているカラマツ林およびグイマ

ツ林のニホンカラマツヒラタハバチ（以下ヒラタハバチという）について，発生以来，

継続してきた調査の結果も踏まえ，1998年における5年目の被害実態を調査したもの

である。

演習林内のカラマツ林とグイマツ林を対象に，調査区を設定して，6月中旬におけ

る潜土幼虫からの成虫羽化の時期に調査を開始した。この時期捕獲した成虫の性比は，

宣
く

行
おきつ

まさゆき

玉川大学

農学部

農学科
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1対6（雌／雄）であったが，各年次での調査では，雌の割合が極めて小さく，最小

値は1／67であった。1998年においては，粘着トラップの応用や，羽化トラップの設

定などによって，より正確な性比の判定を試みている。また，ヒラタハバチの樹上幼

虫を採集して個体飼育を行い,個体当たりの排糞童を算定している｡誼として,カラ
マツ針葉とグイマツ針葉を与えた結果，カラマツ針葉による飼育がグイマツ針葉の場

合より発育がよく，排糞量も多かった。林内に設定した排糞トラップによる排糞採集

鼓は，カラマツ林でグイマツ林より多かった。排糞量より推定した林内のヒラタハバ

チ樹上幼虫数は,1m2当たり，カラマツ林で218頭，グイマツ林では79頭であっ

た。また，立木伐倒調査による，幼虫の計数結果では，立木1本当たり，カラマツで

1,738頭,グイマツでは381頭であった。このような樹上幼虫数のカラマツとグイマツ

における差異は，発生初期以来変わらず，その数は1994年を最大として，以後減少し

た。9月の調査で示された1m2当たりの潜土幼虫数は，カラマツ林282頭，グイマツ

林96頭であり，潜土幼虫数も減少傾向にあった。このような幼虫数の減少は，被害推

移と並行していて，針葉の食害程度で判定した被害指数も低下傾向にあった。樹幹解

析の結果は，ヒラタハバチによる被害が，材積成長量に大きく影響していることを明

らかにしている。幼虫数や被害の実態は，カラマツがグイマツに比べより感受性であ

ることを示しているとしている。1998年秋の潜土幼虫数から，1999年もヒラタハバチ

による被害の継続を推定している。

今まで5年間の調査資料に，研究者自身の独創的な発想に基づいて取り組んだ調査

結果を加えて取りまとめられた論文で，学生論文として水準の高いものである。

鶴
田
大
介

隆掴講溌篝蕊臓鰭蕊蕊蕊議調 第10回学生林業技術研究論文コンテスト

えさ
一F一

望
,一

夏季から秋季におけるアマゴの餌資源としての

陸生無脊椎動物利用様式について
垂興』

つるた

だいすけ
渓流に生息する魚類にとって,森林環境は重要であるといわれてきたが,これまでに

それを定鐘的に研究した例はほとんど見られない｡本研究は,日本の山地渓流に生息す

るサケ科魚類の一種であるアマゴを材料として，夏季～秋季におけるアマゴの食性調

査と,アマゴの飼育実験を通して森林とアマゴとの関係について調査したものである。

調査は，愛知県東北部に位置する名古屋大学農学部附属演習林およびその周辺の河

川で行われた。食性調査については，1998年7月19日から9月30日まで，釣りで採

集したアマゴの胃内容物を目別に分類し，重さを1mg単位まで計測している。また，

飼育実験については，1998年7月27日から11月11日まで，縦500mm×横600

Innl×高さ450mmのコンテナにアマゴをそれぞれ1尾ずつ計10尾入れ，約10日ご

とにアマゴの体重を0.1g単位まで計測している。その際,コンテナを昆虫が落ちてく

ることが可能なAと不可能なBの5個ずつに分け，落下昆虫採集トラップを用いてコ

ンテナに落ちる昆虫の量を定量化している。

実験の結果，アマゴの胃内容物中の昆虫類のうち陸生昆虫類の割合は，湿重で平均

名古屋大学

農学部

資源生物

環境学科
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75.8％であった。時期的に見ると，7月下旬よりも9月上旬，9月下旬のほうが冑内

容物中の陸生昆虫類の割合は減少する傾向が認められた。これは河川内の水生昆虫類

のバイオマスの増加により，餌資源としての陸生昆虫類の重要性が相対的に低くなっ

たためと考察している。一方，コンテナに落ちた昆虫量は1日1コンテナ当たり16．8

mgと非常に少なく，アマゴの相対成長速度(RGR)は常に負の値を示し，実験開始

50日目あたりからRGRが大きく減少し,82日目から死亡する個体が現れた。AとB

のアマゴのRGRの平均値には有意差は認められなかった。

今回の実験結果から，アマゴは夏季～秋季にかけて餌資源を陸生昆虫類中心にする

ことにより，河川内の貧食糧状態を解決しているものと考察している。一方飼育実験

に関しては，食性調査の結果から得られたアマゴの摂食量(2,740mg/日）と比較す

るとアマゴがコンテナ内で摂食可能な量が非常に少なく，対照区との間に有意差は認

められなかった。

困難な調査条件の課題に，実験期間中の多くを山地に泊まり込むなど，熱心に取り

組み，研究者自身にも得るものが多かったものと思われる独創性のある優れた論文で

ある。

膣潤漆瀧篝議識鐙篝蕊篝簔賞詞
△
了 第10回学生林業技術研究論文コンテスト

村
光
晴

森林経営支援システムの構築
-GIS(ArcView)とシステム収穫表の統合

161

本研究は，ユーザー側に立ったわかりやすく，使いやすい森林経営支援システムの

描築をH指し，豊富な拡張機能を有するGISソフ1､ArcViewを用いて．GISとシス

テム収穫表の統合化システムを開発したものである。本論文の対象地は，九州大学農

学部附属福岡演習林(総面積約482ha)であり，使用データは同演習林の森林基本図・

林小班図，国土地理院数値地図50mメッシュ（標高),および同演習林森林調査簿で

ある。GIS整備に用いたソフトは,Microlmage社のTNTmips5.9とEsri社のAr-

cView3.0aであり，システム収穫表は,MicrosoftVisualBasic5.0を用いて作成し

ている。GISとシステム収穫表の統合化手法としては,ArcViewの構造化スクリプト

言語であるAvenueとVisualBasic言語を用いて,DDE(動的データ交換）に一方

のアプリケーションにおいて，ボタンを押すなどの何らかの操作が行われると，上記

2つの言語により作成したスクリプトが働き，もう一方のアプリケーションに動作さ

せるという流れで統合されている。

このような統合化の流れをより具体的に明らかにすると次のとおりである。

(1)成長予測区域をArcViewで選択する。すなわち，システム収穫表の新規植栽モー

ドでの地位指数入力部において,｢A1･cViewで場所を選択」ボタンを押すことにより，

A1℃Viewを起動して地図を表示し，場所を選択後，選択された場所のポリゴンIDと

地位指数をシステム収穫表に返し，予測を開始させる。

(2)予測結果をArcViewで色分け表示する。すなわち,予測結果のうち，ポリゴンID

いまむら

みつはる

九州大学

農学部

林学科

⑯－林業技術No.6881999.7



を持ったものをArcViewに送信し,ArcViewで色分け表示する。なお，送信できる

項目は樹高・直径・幹材積である。

前述のように簡単な操作手順によって,GISとシステム収穫表間のデータ交換が完

全自動化され，システム収稚表の成長予測区域の選択も地図上で容易に行うことがで

き，システム収穫表による予測結果がリアルタイムでGISの地図上で色分け表示さ

れ，視覚的な把握が可能となっている。

今後ますます重要になるであろう林業データのコンピュータ処理の分野に果敢に取

り組み，一定の成果を上げている将来性のある優れた論文である。

船

闘
福
山
周
作

匿猿蒸識簔撰瀧溌雲理雲霧鶯瀞 第10回学生林業技術研究論文コンテスト

桜島におけるマツノマダラカミキリの
生息状況

1970年代以降続いているマツの集団枯損は,鹿児島県下でもほぼ全域で見られてい

るが，桜島ではマツが多数生育しているにもかかわらず，これまでにマツの集団枯損

はほとんど報告されていなかった。しかし，近年鹿児島県や鹿児島市，桜島町の被害
くん

木の伐倒・薫蒸による被害防除をしているが，被害は拡大傾向にある。本研究は，マ
でんぱ

ツノザイセンチュウの主要な伝播者であるマツノマダラカミキリ（以後単にマダラカ

ミキリという)の薩摩･大隅両半島の激害林分からの飛来がこの原因の1つではないか

と考え,1998年5月から同年10月まで,桜島の6カ所のクロマツ林に2種類のトラッ

プ(衝突トラップと生け捕りトラップ)を設置し,毎週2回ずつ捕獲調査を行い,マダラ

カミキリの島内での活動状況，島外からの飛来状況について明らかにしたものである。
ひしよう

すなわち，マダラカミキリはジグザグ飛行やホバリングはできないことや，飛翔能

力が高いハナムグリ類は衝突トラップの海側，山側で捕獲数に有意差がなかったこと

などから，衝突トラップでの捕狸（海側または山側）はマダラカミキリの飛来の方向

をよく反映するのではないかと考察している。捕獲調査の結果から，マダラカミキリ

は島内ではほぼ全域に分布していたが，捕推数は前年度の被害の程度や前年度からの

被害程度の変化に影響を受けると結論している。また，桜島で捕狸されたマダラカミ

キリは，島内で繁殖したものと烏外から飛来したものとからなり，薩摩・大|偶両半島

から飛来した個体はかなりの割合に達すること，島外からの飛来数や飛来時期等は，

対岸の両半島での被害の激しさと激害地からの距離により決定されていることといっ

た，マダラカミキリの生息状況や飛来状況の特徴を明らかにしている。

そして総合討論では，今回明らかになったマダラカミキリの生息，飛来状況の特徴

と最近の桜島におけるマツ枯損の増加についての関係について論じ，周囲の林分を樹

種転換等により，保護対象マツ林を被害林分からある程度の距離に隔離することが，

有効な松食い虫防除方法の1つであると結論している。

独創性のある論文であり，論文中で指摘している点は示唆に富んでおり，その推論

は読む者を納得させる説得力を持っている優れた論文である。

ふくやま

しゅうさく

鹿児島大学

農学部

生物生産学科
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▼熟練工種の1つであるワイヤー布団篭の作成風景

型冨刀剰
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▲稲刈り光景とマナスル三山：左よりマナスル(8,163m),ピーク
29(7,871m),ヒマール・チユリ(7,893m)
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支

払
っ
て
い
た
ら
、
単
に
収
入
の
対
象
と

し
て
の
〃
契
約
″
労
働
と
い
う
こ
と
に

『。ﾛｰｰヰ･ロ●｡●‐む今一一・・●．÷一凸一一二二二・．←一一一一二一今令一令与=~~幸．●一・・一一一一.一一一一一一一一一一-一一一÷一寺一一寺ﾆｰ｡｡■■一・=年一寺今凸一一一一÷一一一一÷合一オ

11)従来のネパールの開発事業は,地元の有力建設業者を兼ねる地方政治家が請負い実施｜
Iする形態が中心でして，政治家の地元に事業を誘致することが最大の政治的関心事項でI
'す。当プロジェクトの事業についても関心を持っていただくことは大いに結構なことで！
Iすが，「自分の家の庭先に水道を引いてほしい｣というような要請が多い。2）日本の常｝

;識では，植栽後の下刈りは｢経費｣が必要ですが，ネパールでは，その『下草｣が資源と｜
:して利用できるのです。3）各wardへは3年間でプロジェクトから提供されうる予I

:算総額として40万円を提示していますので，小規模･少額事業にシフトすると実施する’
1事業件数が増えることになります。実際に協力を実施している92のwardでの事業案1
1件数の合計は,研修や識字教室を除いて585件(98年8月現在)になっています。4)｜
|材料運搬に関しては，車道終点から事業地までの歩道運搬(荷物を担いで運ぶ)は原則受｜
|益者負担としましたが，車道終点からそれぞれの事業地までの距離が500mの所もあれI

|",10km以上の所もあり，あまりにも不公平でしたので線引きし，長距離についてはI
|プロジェクト負担を導入することになりました。5）連載中，第4回，プロジェクトの1
1概念・手法：その2r何をどれだけ提供するのか」(5月号）参照。
L－－

な
り
、
個
々
人
の
ポ
ケ
ッ
ト
は
潤
い
ま

す
が
事
業
参
加
へ
の
意
識
は
醸
成
さ
れ

ず
、
Ｕ
Ｇ
の
基
金
／
口
座
に
プ
ー
ル
し

て
い
こ
う
と
い
う
Ｕ
Ｇ
と
し
て
の
意
思

決
定
へ
の
ド
ラ
イ
ブ
は
掛
か
ら
な
か
っ

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
手
法
を
通
じ

て
、
確
実
に
Ｕ
Ｇ
を
支
え
、
機
能
さ
せ

て
い
こ
う
と
い
う
住
民
の
意
識
が
育
っ

て
き
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
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〔
な
ぜ
、
〃
小
さ
な
事
業
″
に
こ
だ
わ
る

の
か
］
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
実
施

し
て
い
る
事
業
は
、
予
算
額
で
い
う
と

一
件
当
た
り
数
千
円
か
ら
数
万
円
の
案

件
が
大
半
で
す
。
ネ
パ
ー
ル
で
世
界
中

の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
実
施
し
て
い
る
案
件
の
ほ

う
が
、
一
件
当
た
り
で
は
、
は
る
か
に

大
事
業
で
し
ょ
う
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
も
集
落
間
事
業
と
い
う
流
域
全
体

の
保
全
・
開
発
の
観
点
か
ら
の
比
較
的

大
規
模
の
事
業
（
事
業
費
で
数
百
万
円
）

も
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
一
般
的
に
事

業
が
大
き
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
実
施

主
体
と
し
て
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
側
の
プ

レ
ゼ
ン
ス
の
割
合
が
高
く
な
り
、
か
つ

案
件
選
定
に
関
し
て
地
方
政
治
家
が
介

入
す
る
傾
向
Ｄ
が
高
く
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
一
件
当
た
り
の
事
業
予
算
額

を
低
く
抑
え
、
受
益
者
（
こ
の
場
合

今
回
の
テ
ー
マ
は
、
「
い
っ
た
い
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
ネ
パ
ー
ル
の
山
村

社
会
を
ど
の
よ
う
に
変
え
よ
う
と
し
て

い
る
の
か
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ

ま
で
、
三
回
に
わ
た
っ
て
「
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
概
念
・
手
法
」
を
解
説
し
て
き

ま
し
た
が
、
そ
の
根
底
に
流
れ
て
い
る

コ
ン
セ
プ
ト
を
い
ま
一
度
整
理
し
て
、

お
堅
い
話
題
の
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概

念
・
手
法
」
を
締
め
く
く
り
ま
す
。

吊
匿
⑮
四
．
匡
己
（
以
下
Ｕ
Ｇ
と
す
る
）
の

人
数
）
対
象
を
絞
り
込
む
こ
と
は
、
ま

ず
、
案
件
形
成
の
計
画
段
階
か
ら
受
益

者
の
参
加
を
図
り
、
案
件
採
択
に
関
す

る
外
部
圧
力
を
低
減
す
る
こ
と
に
有
効

で
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。
加
え
て
、
山

村
社
会
の
住
民
で
あ
っ
て
も
自
分
た
ち

で
運
営
管
理
で
き
る
サ
イ
ズ
の
事
業
規

模
が
こ
の
数
千
円
か
ら
数
万
円
規
模
で

し
て
、
Ｕ
Ｇ
で
の
住
民
各
人
の
役
割
を

き
ち
ん
と
習
得
し
て
も
ら
う
と
い
う
観

点
か
ら
、
協
力
期
間
中
に
複
数
の
事
業

を
経
験
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
指
し
、

結
果
と
し
て
小
規
模
で
事
業
実
施
期
間

が
比
較
的
短
期
な
も
の
が
案
件
と
し
て

採
択
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
何

ら
か
の
事
業
成
果
が
協
力
実
施
期
間
中

に
得
ら
れ
る
も
の
を
意
識
し
ま
し
た
。

特
に
、
植
林
事
業
で
は
そ
ん
な
に
蝋

期
間
に
成
果
／
収
稚
が
得
ら
れ
る
と
は

考
え
に
く
い
、
と
の
指
摘
も
あ
り
ま
し

ょ
う
が
、
ネ
パ
ー
ル
で
の
植
林
地
は
、

ま
ず
放
牧
さ
れ
て
い
る
家
畜
が
侵
入
し

な
い
た
め
の
編
柵
等
を
周
囲
に
設
樋
し
、

そ
の
中
で
の
植
林
時
に
は
苗
木
に
加
え

て
飼
料
用
の
草
本
類
を
植
栽
し
ま
す
の

で
、
初
年
度
目
か
ら
下
草
刈
り
鋤
に
よ

る
飼
料
の
収
穫
が
期
待
で
き
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
一
般
的
に
は
小
規

模
事
業
の
採
択
と
各
Ｕ
Ｇ
へ
の
手
厚
い

支
援
と
は
な
か
な
か
両
立
し
ま
せ
ん
し
、

少
額
の
事
業
で
も
そ
ろ
え
る
書
類
は
大

規
模
の
事
業
と
基
本
的
に
岡
じ
で
、
小

さ
い
事
業
を
同
時
に
数
多
く
実
施
し
て

い
く
こ
と
鋤
は
結
購
大
変
な
業
務
蝿
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
住
民
の
身
近
な
ニ

ー
ズ
を
拾
い
上
げ
、
支
援
事
業
と
し
て

展
開
し
て
い
こ
う
と
小
さ
な
事
業
で
も

お
く臆
す
る
こ
と
な
く
採
択
し
て
い
け
ば
い

く
ほ
ど
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
は
〃
て

ん
て
こ
舞
い
〃
に
な
る
と
い
う
状
況
で

鍵蕊灘蕊

… 麓

議騨鍵灘譲鍵綴蕊
［
住
民
は
潤
っ
た
の
か
］
「
村
落
振

興
・
森
林
保
全
を
通
じ
て
、
貧
困
の
撲

滅
に
資
す
る
支
援
手
法
の
確
立
」
と
い

う
高
い
目
標
を
掲
げ
て
開
始
さ
れ
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
が
、
果
た
し
て
住
民

は
「
潤
っ
た
」
の
で
し
ょ
う
か
。
い
か

に
綿
密
に
設
計
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
手
法
で
あ
っ
て
も
、
住
民
に
理
解
・

納
得
さ
れ
受
け
入
れ
て
も
ら
わ
な
け
れ

ば
、
し
ょ
せ
ん
〃
絵
に
猫
い
た
餅
″
で

あ
り
ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
比

較
的
小
さ
な
事
業
を
た
く
さ
ん
実
施
し

て
い
る
が
ゆ
え
に
、
大
き
な
失
敗
は
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
例
え
ば
、
果

樹
の
新
品
種
生
産
シ
ス
テ
ム
の
確
立
に

よ
る
協
同
組
合
の
事
業
収
益
の
増
収
、

と
い
う
よ
う
な
画
期
的
な
成
功
事
例
も

な
い
の
が
現
在
の
と
こ
ろ
の
限
界
性
で

す
し
、
こ
の
手
法
の
宿
命
で
し
ょ
う
。

一
方
、
住
民
に
よ
る
役
務
提
供
に
関

し
て
は
、
熟
練
工
種
（
石
積
み
工
等
）

と
非
熟
練
工
種
（
材
料
運
搬
等
Ｊ
に
区

し
た
。ど
の
よ
う
に
し
て
、
こ
の
〃
て
ん
て

こ
舞
い
〃
状
態
を
解
消
し
つ
つ
、
〃
小
さ

な
事
業
″
を
展
開
し
て
い
く
か
に
つ
い

て
は
、
今
年
七
月
か
ら
開
始
さ
れ
る
フ

ェ
ー
ズ
Ⅱ
の
専
門
家
と
Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ｖ
隊
員

ゆ
だ

に
委
ね
ら
れ
た
課
題
の
一
つ
で
す
◎
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水
神
に
上
げ
た
も
の
を
六
月
ま
で
保
存
し
た
と
い
う
。

じ
ゆ

さ
ら
に
、
柳
田
の
考
察
に
よ
る
と
、
餅
に
は
呪
術

力
が
あ
り
、
こ
れ
が
力
餅
の
思
想
だ
と
し
、
だ
か
ら

正
月
に
食
べ
、
六
月
に
最
も
敬
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

水
神
の
お
供
え
だ
っ
た
こ
と
に
機
能
の
源
が
あ
っ
た

と
し
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「
歯
固
め
と
い
う
語
は
朝
家
の
古
い
名
で
は
あ
る

が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

の
は
歯
の
安
全
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
（
略
）
そ
う
し

て
や
は
り
正
月
の
若
水
に
浸
し
た
も
の
を
、
乾
か
し

ほ
か

て
お
い
て
こ
の
日
食
べ
た
と
い
う
、
捜
し
た
ら
他
に

声
．q1

6月だけ期間限定販売の「水無月」

も
同
じ
例
は
あ
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
こ

れ
も
ま
た
正
月
の
行
事
の
延
長
で
あ
っ
て
、
た
だ
そ

の
適
用
を
力
の
と
く
に
必
要
な
る
時
期
に
移
し
た
だ

け
で
あ
る
」
（
『
食
物
と
心
臓
』
・
講
談
社
）
。

そ
う
い
え
ば
、
津
軽
地
方
に
は
干
餅
と
い
う
も
の

が
あ
っ
て
、
ト
ラ
ン
プ
カ
ー
ド
大
の
薄
く
切
っ
た
モ

チ
を
細
縄
に
く
く
り
、
厳
寒
の
こ
ろ
屋
外
に
つ
る
し
、

作
る
。
私
も
農
家
の
知
人
か
ら
時
折
も
ら
う
こ
と
も

あ
る
。
最
近
で
は
多
少
の
甘
味
を
つ
け
、
「
氷
餅
」
の

名
称
で
土
産
用
と
し
て
空
港
等
な
ど
で
も
売
っ
て
い

る
が
、
市
内
の
魚
菜
市
場
な
ど
の
店
頭
に
並
ん
で
い

る
の
は
甘
味
抜
き
の
赤
や
緑
の
原
色
着
色
の
も
の
が

多
い
。
こ
の
干
餅
、
食
べ
る
と
い
く
ぶ
ん
硬
い
反
面
、

サ
ク
サ
ク
と
し
た
食
感
が
あ
る
。

柳
田
は
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

「
あ
る
い
は
水
の
餅
と
い
う
名
だ
け
あ
っ
て
、
た
だ

寒
餅
を
か
き
餅
や
「
あ
ら
れ
」
に
切
っ
て
お
き
、
こ

の
日
改
め
て
出
し
て
食
べ
る
も
の
も
あ
る
が
、
東
北

で
は
実
際
の
氷
餅
に
な
っ
て
い
て
、
白
く
ぽ
ろ
ぽ
ろ

か

と
し
て
こ
れ
を
噛
ん
で
食
べ
て
も
、
格
別
歯
の
修
練

わ
ら

に
も
何
も
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
蕊
で
く
く

っ
て
大
切
に
つ
り
下
げ
て
お
き
、
う
ま
く
も
な
い
け

れ
ど
も
儀
式
と
し
て
こ
の
日
食
べ
る
の
で
あ
る
」
（
前

掲
書
）
。
津
軽
の
干
餅
づ
く
り
の
ル
ー
ツ
と
目
的
は
、
厳
寒

期
の
手
慰
み
の
単
な
る
オ
ヤ
ッ
作
り
で
な
く
、
い
つ

で
ん
ぱ

の
こ
ろ
か
地
方
に
伝
播
し
た
歯
固
め
の
行
事
な
の
で

あ
り
、
と
う
の
昔
に
そ
の
意
義
が
薄
れ
て
し
ま
っ
た

残
照
の
よ
う
な
歳
事
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

さ
て
、
な
ぜ
水
無
月
は
白
な
の
か
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
私
は
か
ね
て
水
無
月
の
モ
チ
の
白
色
は
雪
の

見
立
て
で
は
な
い
か
と
推
箪
し
て
き
た
。
根
拠
は
、

古
代
に
お
い
て
保
存
し
て
き
た
雪
氷
を
氷
室
か
ら
取

り
出
す
日
が
六
月
朔
Ｒ
で
あ
り
、
そ
れ
を
天
皇
に
奉

じ
、
下
賜
さ
れ
た
貴
族
た
ち
が
食
し
た
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

夏
中
に
雪
氷
を
食
す
る
こ
と
が
庶
民
ま
で
伝
播
し

た
と
き
、
極
め
て
モ
ダ
ン
な
風
俗
と
化
し
つ
つ
も
、

モ
チ
と
マ
メ
の
持
つ
呪
術
性
を
秘
め
な
が
ら
、
拡

散
・
定
着
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
庶
民

が
受
容
し
た
宮
中
の
行
事
。
そ
こ
に
、
自
然
の
材
料

を
活
用
し
、
食
の
世
界
へ
進
出
し
た
自
然
融
和
の
心

を
見
る
。

＊
＊
＊

私
見
を
交
じ
え
、
季
節
感
あ
ふ
れ
る
和
菓
子
の
由

来
を
述
べ
て
き
た
。

京
都
の
綜
老
舗
で
、
四
百
年
に
わ
た
り
内
裏
御
用

達
を
務
め
て
き
た
川
端
道
喜
は
、
伝
わ
る
文
書
を
要

約
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
ま
た
、
六
月
に
は
、
月
末
に
氷
室
の
水
無
月
と
い

う
菓
子
が
で
て
き
ま
す
が
、
こ
れ
は
年
中
行
事
の
歳

事
と
し
て
は
出
て
こ
な
い
。
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
常

御
殿
、
女
院
御
所
と
い
っ
た
日
常
の
内
裏
だ
け
で
の

歳
事
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
」
（
『
和
菓
子
の

京
都
』
・
岩
波
書
店
）
。

さ
ら
に
、
前
掲
書
で
氷
室
の
水
無
月
に
つ
い
て
は

絵
入
り
で
、
「
三
角
形
の
う
い
ろ
う
は
氷
を
形
ど
り
、

上
に
乗
せ
た
煮
小
豆
は
除
厄
を
意
味
す
る
」
と
も
記

し
て
い
る
。
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本
誌
が
発
行
さ
れ
る
こ
ろ
は
旧

暦
の
六
月
、
水
無
月
で
あ
る
。
早

い
も
の
で
今
年
も
す
で
に
半
分
以

上
が
過
ぎ
た
。＊
＊
＊

季
節
が
移
ろ
い
ゆ
く
中
、
日
本
、
）
》
⑨

人
は
こ
れ
ま
で
、
季
節
ご
と
の
「
標

べ
」
を
忘
れ
ず
に
Ｈ
々
の
生
活
に

刻
み
込
ん
で
き
た
。
そ
れ
は
和
菓

子
に
も
見
て
と
れ
る
。

椛
だ
よ
り
の
こ
ろ
の
「
う
ぐ
い

す
餅
」
、
お
花
兄
時
期
の
「
さ
く
ら

餅
」
、
端
午
の
節
句
前
後
の
「
柏

餅
」
、
そ
し
て
六
月
と
い
え
ば
「
水

無
月
」
。
北
国
青
森
で
、
最
高
気
温
が
二

五
度
以
上
の
「
夏
日
」
が
話
題
に

な
る
こ
ろ
、
市
内
の
和
菓
子
店
の

ぽ
？
』
ん

前
に
は
、
墨
痕
流
瀧
に
「
水
無
月
」

と
大
害
さ
れ
た
和
紙
が
張
ら
れ
る
。

こ
の
「
水
無
月
」
、
出
来
は
、
京
都

の
著
名
な
店
は
も
と
よ
り
、
全
国

の
和
菓
子
店
で
見
ら
れ
る
。
各
地

の
老
舗
に
よ
る
全
国
ネ
ッ
ト
の

「
食
の
季
節
感
の
演
出
」
と
言
え
よ

浄
っ
。

和
菓
子
は
季
節
感
の
演
出
者
で

あ
る
と
同
時
に
、
特
定
の
期
間
に

し
か
販
売
さ
れ
な
い
と
い
う
点
で
、

希
少
価
値
の
演
出
者
で
も
あ
る
。

後
者
の
典
型
は
京
都
・
東
寺
の
縁
日
に
お
け
る
竹
包

み
の
「
ド
ラ
焼
き
」
で
、
こ
れ
は
毎
月
二
十
一
円
の

「
弘
法
さ
ん
」
の
縁
Ｈ
を
挟
ん
だ
三
日
間
し
か
買
え
な

い
。
さ
て
、
写
真
で
見
る
よ
う
に
、
水
無
月
は
三
角
形

に
切
っ
た
数
セ
ン
チ
の
、
し
ん
な
り
と
し
た
白
い
餅

（
う
い
ろ
う
）
の
上
に
ア
ズ
キ
が
乗
っ
て
い
る
和
菓
子

だ
。
白
色
の
餅
と
、
も
と
も
と
は
赤
い
ア
ズ
キ
の
組

み
合
わ
せ
の
発
想
は
何
に
由
来
す
る
の
で
あ
ろ
う

か
？参
考
に
な
る
の
は
、
私
た
ち
日
本
人
が
、
何
か
晴

れ
が
ま
し
い
と
き
に
食
べ
る
赤
飯
だ
。
民
俗
学
で
い

う
、
ハ
レ
の
場
に
お
け
る
食
事
で
あ
る
。
ハ
レ
の
言

葉
は
、
い
わ
ゆ
る
「
晴
れ
着
」
と
い
う
言
葉
に
名
を

残
し
て
い
る
。
ご
飯
に
ア
ズ
キ
を
混
ぜ
る
こ
と
の
考

察
に
つ
い
て
は
他
書
に
譲
る
と
し
て
《
ま
ず
、
ア
ズ

キ
の
赤
に
着
目
し
た
私
見
を
以
下
に
述
べ
て
み
た
い
。

わ
が
国
最
大
の
縄
文
遺
跡
で
あ
る
三
内
丸
山
か
ら

出
土
し
た
も
の
の
中
に
、
直
径
三
○
セ
ン
チ
以
上
の

浅
鉢
と
、
椀
が
あ
る
。
共
通
す
る
特
徴
は
次
の
二
点
。

第
一
点
は
木
製
で
あ
る
こ
と
、
第
二
点
は
真
紅
な
ウ

ル
シ
塗
り
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
同
じ
縄
文
遺
跡

く
し

の
福
井
県
鳥
浜
貝
塚
か
ら
出
土
し
た
櫛
も
木
製
で
あ

り
真
紅
で
あ
っ
た
。
古
代
人
は
朱
を
特
別
視
し
、
朱

に
こ
だ
わ
る
何
か
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ

は
朱
色
に
霊
力
を
感
じ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
っ

た
の
か
。

下
っ
て
天
平
・
白
鳳
の
歴
史
時
代
に
入
る
。
奈
良
．

西
の
京
の
薬
師
寺
。
復
元
さ
れ
た
金
堂
・
塔
・
中
門

な
ど
の
壮
麗
な
建
築
物
と
、
エ
ン
タ
シ
ス
様
式
の
ふ

く
ら
み
を
持
た
せ
た
朱
塗
り
の
柱
を
見
れ
ば
、
こ
れ

そ
う
ぜ
ん

ま
で
の
古
色
蒼
然
と
し
た
落
ち
着
い
た
古
寺
の
イ
メ

ー
ジ
は
一
変
す
る
。
朱
は
暖
色
系
の
「
膨
張
色
」
で

あ
る
。
迫
っ
て
く
る
色
で
も
あ
る
。
古
代
の
寺
院
の

創
建
当
時
の
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
の
原
色
は
、
力
強
さ

お
よ
び
躍
動
感
が
あ
ふ
れ
る
新
時
代
到
来
の
象
徴
で

も
あ
り
、
権
力
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
で
も
あ
っ
た
こ
と
だ
。

こ
こ
に
も
赤
に
対
す
る
こ
だ
わ
り
が
あ
る
よ
う
だ
。

本
誌
四
月
号
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
里
山
の
住
人
た

ち
は
、
雲
中
に
紅
化
す
る
枝
を
持
つ
ミ
ズ
キ
を
特
別

祝
し
て
き
た
。
い
ち
早
く
芽
吹
き
し
、
開
花
す
る
樹も

木
は
ほ
か
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ミ
ズ
キ
を
以

っ
て
神
事
を
行
う
こ
と
の
最
大
の
理
由
は
何
だ
っ
た

の
だ
ろ
う
。
微
小
な
白
斑
を
点
在
さ
せ
た
ミ
ズ
キ
の

紅
化
し
た
枝
の
色
彩
は
ア
ズ
キ
と
類
同
性
が
あ
り
、

白
花
を
つ
け
る
ミ
ズ
キ
の
青
森
で
の
開
花
時
期
は
、

ち
ょ
う
ど
六
月
ご
ろ
で
あ
る
。

＊
＊
＊

と
こ
ろ
で
、
な
ぜ
日
本
人
は
六
側
に
、
ア
ズ
キ
を

乗
せ
た
水
無
月
を
食
べ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず

六
月
と
い
う
季
節
を
考
え
て
み
る
。

民
俗
学
者
で
あ
る
柳
田
国
男
は
、
民
間
暦
に
お
い

さ
く
じ
つ

て
は
、
六
月
朔
日
は
農
作
業
と
深
い
関
係
が
あ
る
重

要
な
節
Ｒ
で
あ
る
と
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
食
物
行
事
に

考
察
を
加
え
て
い
る
。
中
で
も
特
に
注
意
し
た
い
も

の
と
し
て
、
無
病
息
災
を
願
う
「
歯
固
め
」
の
行
事

を
挙
げ
て
い
る
。
正
月
、
朝
廷
で
は
歯
固
め
用
の
餅

を
食
べ
、
こ
の
習
慣
は
地
方
に
も
波
及
し
た
が
、
地

域
に
よ
っ
て
は
六
月
朔
日
の
行
事
と
な
っ
た
と
い
う
。

こ
と
に
東
北
か
ら
北
越
地
方
で
は
、
本
来
は
正
月
の

林業技術No.6881999.7-⑳
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桜井尚武の

ちよ

て実施されていた。アメリカでは

この国家規模の総合研究の取り組

みに際して激しい論争があったよ

うだが，日本では生態関係研究者

を糾合するのに大いに役立ったの

である。生態系の総合的な解析に

加えて，地球上の生物生産を計量

して，地球はどれだけの人間を養

えるかを明らかにしようというも

のが主目的にあったように記憶す

る。この目的の下に，日本でも分

科グループを結成して，林学者や

生態学者が日本各地の森林やマレ

ーシアの森林の成長量や現存量を

計測したのである。どれだけ地球

は一次生産力があるのか．…･･･

これに先立つ1960年代初めか

ら，北大，東大，京大，大阪市大

の林学系と理学系の植物生産生態

学者が，人工林の物質生産力と光

エネルギー等環境の関係を共同で

/~、
ハダ園、

どきZ

：
鳶

：生態学の概念が林学で一般化し

；たのは,わが国ではそう古いこと
；ではない。林学では河田蕪(まさ
：る）氏の｢森林生態学講義｣溌戦
；前に出ているが,木材需要が旺盛
；で林業が活発だった’960年代ま

；寓は，環境に配慮する必要が世の
＃趨勢をリードすることはなかった。

;1960年代後半に，池田内閣の所

11得倍増政策が現実のものとなった。

r：それを支える重化学工業が発展し

；て環境汚染が激しくなってから，
！「公害｣という言葉とともに自然保
拶

m｡.-.-｡---=一ー.ゞ｡~.‐

護の思想が一般に広まり，「生態

学／エコロジー」という語が新し

い概念としてマスコミに登場する

ことになる。当時若手だった宮脇

昭氏が,70年安保反対闘争に忙し

い全共闘のデモのすき間を縫って，

自然保護のための若干異質なデモ

を日比谷公園で展開したのがそれ

を象徴している。

このころ，林学や生態学関係の

研究者を動員した国際的事業とし

て，旧P(国際生物学事業計画）プ

ロジェクトが’968～74年にかけ

空雲……ー－ぬ”．．二・奎窒･写-Z▲…露ヨ謎一畳沙睡F， ‐，忠一一鯉冒謹､…“､‐認……~画.豆…垂一△全漆ゲナ奄々＝志:蕗畳

’
最蕊篝鰯鍵溌撫赫緬藤翻露灘溌白本囚

▼ヒノキ正角およびスギ正角の卸売価格の推移

'11/、．！
ヒノキの価格が急落している。

住宅着工戸数の減少などで木材

価格は全体的に下落しているが，

なかでもヒノキの価格の下落が著

しい。正角(厚さl0.5cm,幅10.5

cm,長さ3.0m)の卸売価格は,平

成10年5月にはlm轍当たり

72,700円（農林水産省「農林水産

統計速報｣）と最安値を記録した。

ヒノキは軸組工法建築の中で，

特に装飾性が求められる柱などの

部材として用いられてきた。

しかし，新設住宅着工戸数の減

少や住宅の洋風化の進展，耐震性

や断熱性といった性能を重視した

11()‘l)()(｝

’

120‘(11】(）
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(10.5(･InxlO

川､(){)(’

2(ﾄ.()(}<）

(）

|ぐ }I10年一一一一－し’資料：農林水産省「農林水産統計速報」
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わざ

調べた。それぞれの得意業を提供

しての総合研究の走りである。一

般に考えられている白衣をまとっ

産研寵老熟熟ゲージとはほど遠い，
鉈と鋸と竿秤を抱えた,作業着を

着た現場作業隊の活躍である。

この研究で，太陽光から始まる

森林生態系のエネルギー収支経済

を定量化するためには，枝量や葉

量とその分布が重要なことが明ら

かにされた。国外での国際共同研

究でもこれら作業隊が活躍した。

自分の手で実際の光環境や植物量，

環境要因を測定して確認する，こ

のためには現場作業を自分でやる

ことが必要不可欠である，そして，

確認できたデータでモノを言う，

こういったことが生態学研究者の

身に着いた基本だったのである。

断

》
４
８
噂
一
旬
ロ 旬 本誌「林業技術」に出会ったのは，林業の勉強を

これから始めようというころ,「この会誌を読めば立

派な林業技術者になれる」という声に誘われて入会

したものの，それから7年，思えばほとんど目を通

していなかった。そのかいあってか，いまだ林業技

術の「り」の字も身に着かない私に，この春なぜか

編集委員の声がかかった。

大いに動揺しながらも，急きょ熱心な読者を装い，

久しぶりに手に取った。気のせいか以前よりも体裁

がすっきりとあか抜けしたような気もする。コラム

やエッセイなど肩の凝らない読み物の類も増えたよ

うだ。しかし，やはりさすがは｢林業技術｣。めまい
を覚えるような専門的で敷居の高い学術論文も健在

である。編集委員をおおせつかりながら，内容を十

分に読みこなすことすらできない…責められるべき

はわが身の不勉強であることは間違いない。

しかし，ふと思った。いったいどのくらいの人が，

この冊子を実際に手に取り，隅々まで目を通してい

るのだろう。年間たった3,500円の会費さえ払えば，

日本中のどこにいても律儀に届けられる「林業技

術｣。全国津々浦々に住む会員の皆さんは，いったい

どんな思いで手に取っているのだろう。林業関係の

機関誌はほかにも様々あり，それぞれが個性を持っ

ている。あるいは本誌の｢敷居の高さ」も,読者の求
めるものかもしれない。しかし出版物はもとより，

インターネットからチラシまで，文字情報がはんら

んし，毎日読むものに事欠かない世の中である。も

しかしたら会誌を読まずに古新聞ストッカーに放り

込みながら会費を払い続ける奇特な会員は私だけで

はないのではないか。

「知られざるは無きに等しい」という言葉がある。
どんな貴重な情報も知らされることによって初めて

意味を持つのであって，受け手に届かなければ情報
としての価値を発揮できない。だとすれば，われわ

れ編集委員に課せられているのは,まず第1には｢読

者がどんな情報を求めているかに耳を傾け，その情

報を入手すること」であり，第2に「情報の案内人

として大事な情報を確実に送り届けること」ではな

いだろうか。

当たり前のことなのだが，編集委員をおおせつか

ったのも何かの縁。この機会に，会員の皆さんがこ

の会誌に求めているのはどんな情報なのか？謙虚

に耳を傾けながら，また初心に返って「林業技術」
を学びたい。（鳥あたま）
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住宅の増加などにより，木材につ

いても装飾性よりも寸法精度や強

度といった品質面で優れたものが

強く求められている。

このため，スギやヒノキの柱に

代わって集成材の柱などの需要が

近年急速に増えている。

このような木材の重要構造の変

化がヒノキ材の需要に影響を与え

ているものと考えられる。

こうした需要構造の変化に対応

していくためには，これまでのよ

うに柱材としての利用に限定する

ことなく，内装材等への利用に向

けた商品開発などの取り組みも検

討する時期にきていると考えられ

る。
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驚くべき大胆な書である。本書

は，砂防（治山を含む）研究者に，

水辺林，水生昆虫，渓流魚，両生

類など第一線の渓流生態研究者が

対等に加わり，新しい渓流管理の

パラダイムを模索し，砂防工事に
さたん

対する忌憧のない批判と現実的改

良を提起した革命的な書である。

近代砂防百年の歴史の中で，砂

防学の根本を見直すこれほど新鮮

で大胆な提起は初めてであろう。

本書はまた，渓流生態砂防学とい

”
痴
段
》
寺
昆
出
狩
‐
．
．
隅
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I#
渓流生態砂防学

発行所：財東京大学出版会

〒113-8654東京都文京区本郷7-3-1

冠03(3811)8814

1999年3月10日発行A5判,246頁

定価（本体3,400円十税）
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本書の端緒は,㈱砂防学会の｢環

境と調和した砂防事業に関する研

究委員会」にあり，この委員会の

成果をベースに一昨年，砂防学会

誌にシリーズとして9回にわたり

連載されたものが骨格である。

編者によれば，委員会には渓流

生態保全の現状に危機感を抱く気

巳､…湧会▽"ﾛ,可可､巳移設ざ畠凸,､告邸歴聖電…腸W盆唾2ﾖ

存在。山村の人たちがなぜ緑の国

土を守り育ててきたのか。稲作文‘

化の存在。しかもその営みの伝統

には，今日，地球環境問題という

人類共通の試練に対する，いくつ

もの知恵が隠されている。この知I
恵が各ベージの写真と文ににじみ｜
出ている。日本の農・林・漁業をf

何としても守らねばならないと。；

この国土の山紫水明と,それをi
守ってきた先祖たちの知恵とを，：

次代に引き継がねばならない｡世i
界に対する義務であると説き，各；
ページに英訳文も付されている。『
これらの写真は著名写真家の作；鱈……。
品数千点から抜粋されて，国際ブ

ランドにまで育った「日本の米力

!議蕊蕊駕
#傍の動植物の生態研究，土砂動態学だけの書ではない｡渓流生態学
：などの研究の不足を指摘するのみの書とも言えるし，住民をも巻き
：ならず，その上に立ち，土砂災害込んだ総合的な渓流管理学の書と

；防止との両立を図るために土地利も言える。
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富山和子著

I#
水と緑の国，日本

発行所：講談社

〒112-8001東京都文京区音羽2-12-21

aO3(5395)3535･編集部

1998年10月9日発行A5変形判|,93頁

定価（本体2,800円十税）

評論家富山和子さんは，本誌読

者にはなじみ深い方である。伝統

的な自然観との断絶の跡を振り返

り，自然と人間社会とのバランス

を崩した土地利用が何をもたらす

かを追求し，土壌の生産力こそ真

の資源であり，それを失った文明

は必ず滅亡すると警告する。

“水と緑と土"その根源は森林で

あり，三十有余年来，森林整備の

緊要性を訴えている。「水と緑と

土」「日本の米」中公新書，「水の

文化史」「日本再発見水の旅｣文藝

春秋，「川は生きている」「お米は

生きている」講談社等の多くの著

書で森林のことを訴えている。

今回の本は今までの本と全く趣

が違う。美しい国土の四季の山紫

水明のカラー写真集といったアル

バム型で，全93ページのうち65

ページが写真。この風景の中に21

世紀へのキーワードが，各ページ

に鋭く記述されている。

すなわち，この山紫水明が,山の

緑から川の水，足元の土壌に至る

まで，実は数千年にわたる先祖た

ちの営飼こる労働の結集である。
地形急峻な国土でありながら，水

に不自由なく，おいしい水が飲め

る，この森林,それを支える林業の

水と緑の剛､日本
･画4●可◆｡，ﾛ･JIBﾛ｡｡｡『●

術111111F

一
一
》
翁

一

一
四
一

D

L

甘鐸、飼乎便よそ更里守宮と瑳鯉争宜山厩鍾己晦王のﾒﾌｰ似

恥 脇
泌聯､学卿垂呼亟一

⑭－林業技術No.6881999.7



鍵灘
寵

渓琉生感砂防蟻
＝割園｡

｜ ・腿籠抄
承
嘱
覗
欺
裂
寒
心
淫
鍔
邑
野
墹
弼
零
堪
違
い
恥
容
四
編
海
垂
穆
写
解
辱
襲
海
田
侭
睡
掴
侭
弼
鮖
厚
方
や
侭
独
擾
心
澱
逓
侭
襲
忌
む
夢
込
喉
四
Ｆ
駅
恐
冷
鞭
津
覗
蝉
摩
髄
醒
‐
心
筑
浮
速
報
砿
睡
監
に
歩
砥
晒
毒
寂
唾
薩
蓉
永
儘
酎
甦
榊
洋
轆
艶
凸
孟
琵
匡
江
弱
走
Ｑ
ｄ
２
蒋
髄
孵
醇
塒
．
浄
璽
痕
幸
孟
痕
‐
・
Ｐ
ｒ
騨
雲
狼
守
“
，
に
汗
腺
瀞

8承茜黍嘩｡

鋭の生態学者を特に人選したとの

ことで，その委員会内では砂防研

究者と渓流生態研究者の激しい議

論のやりとりがあったそうだ。た

だ両者とも渓流に対する危機意識

は共通で，議論の過程で「渓流は

水や土砂だけでなく生物が移動す

る場であり，しかも土砂が移動す

ることによる渓流の変動性，すな
かく

わち撹乱体制こそが渓流生態系の

本質を形づくるものである」とい

う共通の認識が持てたとのことで

ある。

攪乱体制の大きなもの，すなわ

ち突発的土砂災害をどこまで認め

るか，平常時の渓流生態をどこま

で保全するのか，という平行線に

なりそうな巨大な問いに，本書は

大きな大きな一石を投じ，かつ執

筆者は抜本的で具体的な対策の第

一歩を提示している。これを高く

評価したい。また，土砂災害防止

と渓流生態保全の両立を模索した

編者の先見的な問題意識と，執筆

者による意見の食い違いを許容す

る姿勢を評価したい。とにかく渓

流に興味を持たれているすべての

方に，ぜひ一読していただきたい

書である。

J森樵 識育
ツ昨年の｜｜月の末に,大阪教育

大学教育学部附属池田小学校で

行われた学習の総合化を求める

H研究会に招かれた。この研究会

’は「自然とのつながりを体験と

’して理解することにより，国際

帳的に文化を担っていく感性や精

健神を養う」ことを主な研究課題

§としていた。私は森林文化教育

5の視点から，地元の池田地方で

§考えられる教材例をいくつか考

ilえてみた。

：■教材事例①池田炭をつくる

：クヌギの原木を育てた『立株

；育て｣：かつて池田は茶炭の
:生産地として著名であった。

1灘壼繊雪|蝿
立てのクヌギから萌芽した芽

、を育てて，何代にもわたって

‘炭の原木を採る技術である。
』クヌギの自己回復力，つまり

；自然の生命力の強さに着目し
Kたこの技術が，かつての池田

Iの茶炭産業を支えたのである。

；池田の経済の発展と密接なク
，ヌギの力，それを教える教材

＃となる。
！■教材事例②江戸に－亜

F．-？号､

；向けて灘の酒を送っ

；蔓建粥織：|，
：産地として著名であ鈴濯

げかけ，酒樽は吉野スギで造

られ，樽に適する木は’00年
ら

生を超える年輪の細かい繊密

な材で，水を通さないことを

知らせたい。この事実は，年

輪の作られ方，つまり木の成

長の仕組みを説く教材となる。

■教材事例③地元の小学校生

徒の植林：近くの「みのお記

念の森」で行われた地元の小

学校児童による治山植林の現

場を訪れた。治山ダムの役割

についての話を聞いた後，そ

のダムのすぐ傍らで児童たち

は楽しみながら植えたという。

この森には「さわやかトイレ

に御協力を」と呼びかけた募

金箱も建てられていた（写

真)｡これもまた山の大切さに

目を向ける感性を育てる教材

として適切だと思った。

地元の歴史と密着した樹木の

働きを学ぶ。森林文化教育は郷

里の大地に足を下ろした教育だ

と考えている。

（筒井迪夫）
(森林総合研究所／北原曜）

…錘……負毎鐙零浬…秤ﾒ……負生………鄙……

レンダー」IO年間分から40点余

が選ばれている。各ページに“日

本列島は水を仲立ちにした人と大

地との営みの結果であり，水と森

林の国，稲の国”の訴えがみなぎ

っている。誠に美しい読みやすい

本で，各家庭の書斎に，子孫に残

したい。贈答用に，引出物にも，

外国のお客にも最適であろう。
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q「春」，1998，黒川晃彦氏制作｡氏は1946年東京都生まれ｡個展，野外彫刻等多数。
四谷駅前，主婦会館プラザエフのエントランス柱にいる少女と猫（六番町15－1）。

織
撫 蕊誕林林分密度管理図溌謹蒙議

●昭和53年～62年にかけて逐次刊行され,基礎的技術資料として各方面で
活用されてきた密度管理図(林野庁監修,日林協作成)は,すでに絶版となっ
ておりましたが今も入手を要望される声が多く,ここに各図の薑刻と新た
に書き下ろした解説書とをセット刊行する運びとなりました。

●当初お知らせしました刊行予定を大幅に遅れ,皆様には大変ご迷惑をおか
けしておりますが,使い勝手のよさを求め体裁を変更し,7月下旬の刊行を
目指して鋭意準備を進めています。

●A4判,全22図(復刻),解説書付き,ホルダーケース入り。
●各図オモテ面には実用上問題のない程度に縮小した管理図を印刷して折り
をなくし,ウラ面に各図の｢説明Jを配しました。

●書き下ろしの解説書は,林分密度管理図の仕組みと使い方,森林施業計画の
計画認定を受ける場合の注意,の2部構成です。
●セット販売価格2.000円十税(分売不可)。
●お求めは本会事業部までどうぞ(FAXO3-3261-3044,a03-3261-6969)。

■番町界隈こんにちは／だれに
でもこう呼びかけているような少女
と楽器の音色に聞きほれる猫。作者
は｢通行する人々すべてに，この空間
への親しみを感じてほしい」という。

ただ，「少女だけではさみしいので猫

をつけました」とのこと！？

|協I；会|；｜の'1う｜|ご蕊1き嬢熟謙:職’I鍵驚蕊
《編集部雑記）

◎海外出張（派遣）
6/14～7/25,西尾課長,熱帯早生
郷土樹種造林技術実証調査,マレ
ーシア。
6/15～20,鈴木課長代理,6／
17～20,弘中理事長,熱帯林管理情
報システム整備事業ベトナム。
6/27～8/27,鈴木(淳)主任調査
員,6/28～8/28,氏家主任研究員，
メキシコ植林現地調査,同国。
◎調査研究部関係業務
6/2,於本会,｢木炭等の畜産的利
用方法に関する開発実証調鷲｣節
1回検討委員会。
6/29,於本会,水源地森林機能IW
究会。
◎熱帯林管理情報センター関係業務
6/28,於本会,熱帯林管理情報シ

ステム整備事業平成11年度第1
回調査等委員会。
◎技術開発部関係業務
6/25,於本会,酸性雨等森林衰退
対策事業(森林衰退動向調査事業）
平成11年度第1回調査委員会。
◎番町クラブ例会
6/24,於本会，トヨタ自動車㈱
主査･服部悦雄氏を講師として｢北
京から見た日本」と題する講演お
よび質疑を行った。
◎人事異動（6月1日付け）
採用北海道事務所参事薄井五郎

（6月30日付け）
定年退職主任調査員笠井恵

（7月1日付け）
採用北海道事務所課長心得

佐藤公俊

アンケート会誌は会員皆様のご

意見が的確に反映されて当然。常に
かくあるべしと心がけてはいるもの

の･･･。そこで試みとして6月号から
しばしの間，アンケート調査をさせ

て頂く41としました。支部幹事会で
ご説明したように毎月各支部宛て発

送の会誌こん包鯨に返信用葉書を一
葉添付するというささやかなもので，

支部何方のご記入でも結柵です。編
集委j-!会資料として活用させて頂き
ます。よろしくご協力のほどを。熟
読の強制？いえいえ。（カワラヒワ）

大西洋上のスギ本誌4～5月号
に褐'lfされたrアゾレス諭烏のスギ

･･･｣，まさに驚僻のレポートでありま

した｡19世紀中莱,R本のスギが欧州
に渡り，今では大西洋の中央諸島に
スギの一大産地が誕生していたので

す。不思議なのはこれらの歴史･事実
がほとんどわが国に知られていなか

ったこと････それはそれ，現地では，
耐病性苗の創出など検討されている

山，今後故郷II本としても幅広い支

援体制を組み、アゾレスのスギを守
っていきたいもの。（平成の玉手箱）

●本会の平成11年度収支予算について

前号(6月号)の第54ml通常総会報倍について誌面の都合で一部省略し

ましたので,補足して税明いたします。

本会の会計はこれまで企業会計の基準を適用して実施してきましたが，

主務官庁の指導があり,平成ll年度から新たに公益法人会計の基準を適用

し実施することとしました｡また,前号に掲載しました平成11年度収支予
算書(別表5)の収入および支出は公益勘定･収益勘定に区分されています。
詳細は総会資料のとおりです。（日本林業技術協会）

幽霊シーズンよく幽霊ネタのマ

クラで振られるのが陰陽のたとえ。

手の甲は陰,裳は|場｡だから幽需はあ
まり掌を見せないのだそうです。こ
の幽雛，｜場の木とされるヤナギの下
にl1lて，これで陰陽のバランスが取

れるのだ，とは落語界の常識。ところ
でその昔，ハナシカが来たというの

をカモシカが来たと，ある州舎で聞
き|剛述えられ鉄砲を持ってこられた

逸話があるそうですが，私たちもヤ
ナギのドにあまりいると，噺家さん

に誤解されたりして。（山遊亭明朝）

林業技術第688号平成11年7月10日発行

編集発行人弘中義夫印刷所株式会社太平社

発行所社団法人｜|本林業技術協会。

〒102-()()85束京都･千代IIIIX六番II117TELO3(3261)5281(代）
振替O()13()-8-60448ffFAXO3(3261)5393(代）

【URL]http:"www・jade・dti.ne.jp/rja代a

RINGYOGIJUTSU

JAPANFOREST

pUblishedby
TECHNICALASSOCIATlON

TOKYOJAPAN

〔普通会溌3,500円・学生会劉2,500円・終身会費(個人)30,000円〕
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レヒメシャラをお手植え

される天皇陛下

鍵
や

し伝皇后陛下はヤマボウ

シをお手植えされた

、

●別会場にて天皇陛下は

クヌギを，皇后陛下はコ

ナラをお手播きされた。

参加者による記念植樹は

自生種中心の25種,記念

播種はクヌギ，コナラ。

なお，静岡県で開催され

た全国植樹祭は，箱根山

麓での第3回行事（昭和
27年）以来2度目。

今■I

認

蕊
ー

聯蝋
■

fご ”徽回,鞘Ln1

本年5月30日，静岡県天城湯ヶ島町にて開催。天皇皇后両陛下は，同町内西天城高原

の森づくり会場でお手植え後，新天城ドームに移られ式典にご臨席された。

▼人を引きつける力はさすが。後継

者大会で記念講演中の菅原文太氏

第50回全国植樹祭
第28回全国林業後継者大会開催
植樹祭前日，静岡県伊豆長岡町総合会館にて開催。魅力ある林業・木材産業を目指す

決意とともに，豊かで安全な生活を実現する山村社会の担い手の役割をアピールした．

§
■己=＝－

<開会の言葉を述べる実行委員会副
会長の鈴木耕治氏

㈱日本林業技術協会支部連合会のお知らせ
本年度も日本林学会各支部大会との共催として．本会各支部連合大会が開催されます。ふるってご参加ください。

場:および備考
林学会支部

本会支部連合会
月日 大会問合せ先

《
室

東北森林科学会

東北・奥羽 山鱸毛駕27敦｜臺需輩輔/青森市中央3-20-318．19～20

宮崎県林業総合センター

谷津田丑0982-66-2888

8日：ホテルプラザ宮崎／宮崎市川原町

9日：宮崎大学／宮崎市学園木花台

州
州
九
九

10．8～9

フォーラム246／神奈川県伊勢原市石田

シンポジウム「里山保全の新たな視点」

関東

南関東。北関東
(未）10.22～23

29日：京都会館会議場／京都市左京区岡崎公園内

30日：京都大学農学部／京都市左京区北白川

関西

関西・四国

京都大学・松下幸司

公075-753-6073
10.29～30

北海道

北海道

北海道大学・渋谷正人

公011-706-3346

札幌市民会館／札幌市
11.5

中部

信州・中部
(未） (未） (未）



し亡人と自然の調和を目指Ⅸ。安全､そ全 人

巾広い適用害獣
ノウサギ、カモシカ、そしてシカに践避効果

が蝿められた初めての散柵タイプ濫避剤で-龍

散布が簡単
これまでに無いｿﾂﾚ淵ﾘで､シカ､ノウサギの樹

'称部分の皮llぎ撚lf{=f防散1iが1iえます。

長い効果
紫液は終11･<IM難し､鮒:1jによる流亡が底〈、

食;¥を蝉ﾘlにわ浩》て防Iこします。

安全性
ｲ鋤成分のジラムは、殺闘"lとして長年使用

されてきた侭獅薬剤で謝血物です。

野生草食獣食害忌避剤
農林水産省登録第17911号

・
・ ｱ■水和剤

’ ’

販売M大同商事株式会社製造保土谷アクロス株式会社
本社／〒|05-0013東京都港区浜松町1丁目10番8号(野田ビル5F)
東京本社03(5470)849I(fe/'大阪06(231)2819/九州092(76I)ll34札幌OII(563)0317

カタロクのご硝求は、l冨妃化斯へどう墓

〃

〃

’

ク

タ

”

野生動物との共存 実用新案登録済

蕊
キサチューブサヘ ユー

シカ，カモシカ・ウサギ・ネズミ

食害完全防止
経済効果バツクンノ スギ・ヒノキ、

広葉樹等植栽木

の成長を驚異的

に促進

★下刈りII雌減

★根IIIIがりlyjlla

★据枝払い不要

★IWi縦本数の減少

★小IWiの|11I1MIII能

★無節の元玉

★誤伐防11:

専剛の支柱及び当社開発の間淀川タイ

ラップを使川しますと簡単にヘキサチ

ュープを設置できますノ1

伽 撫臓臆欝
鞘織郷柵府久1l11IM久獅山町蜘ll術ﾉ1,1“n本ﾌｧﾐﾘービﾙ31

．正1.077‘1-46-1351（代）I弧XO7潤一‘18-1005
桝粟部渕甥f
〒598.0022大陳府剥鯉fII『上ﾒL1912

．肥LO724-偲・07761執XO724-67-I721
L

ミニ温室効果による成長促進
享興は榊拙後矧年日のスギ（チニL－ブの長さ1.4m) ゴ

造称木を野電動初の童書から守る



m⑥tjustuserFriendly"

､線長．

測る

C⑥'mputerFriendly。

・"…割"､．S叩α､〃AMXβ

あらゆる図形の座標・面積・線長（周囲長）・辺長を

圧倒的なコストパフォーマンスで簡単に同IIｷ測定できる外部出力付の声一

測
定
ツ
ー
ル
の
新
し
い
幕
開
け 呈墨 ’ ’検査済み±0.1%の高精度

芋興はスーパーブラニクスβの標叩iタイプ

スーパーブラニクスβは､工場出荷IIfに厳格な検査を施して

いますので､わずらわしい誤薙修正などの作業なしでごIIW入

されたときからすぐ±0.1%の高精度でご使用になれます。

ス
ー
パ
ー
プ
ラ
ニ
ク
ス
に
β

使いやすさとコストを
’コンビュタフレンドリィなオプションツール追及して新発売！
16桁小型プリンタ、RS-232Cインターフェイスケーブル、

ワイヤレスモデム､キーボードインターフェイス､各種専用

プログラムなどの充実したスーパーブラニクスαのオプショ

ンツール群がそのまま外部出力のために使用できます。

スーパープラニクスβ(ー ﾀ）

や外部出力付今
標準タイプ･…”

プリンタタイフ

￥160．000

￥192000

（
ベ
ー
タ
）
登
場
。

’ ’測定操作が楽な直線補間機能とオートクローズ機能

〆 、
豊富な機能をもつスーパープラニクス

の最高l朧スーパーブラニクスα(ｱﾙﾌｧ）

スーバープラニクスαは、座標、辺長、線長、

面積、半径、図心、三斜（底辺、高さ、面積）、

角度（2辺長狭角）の豊富な測定機能や、コ

ンピュータの端末デジタイザを実現する外部出
力を備えた図形測定のスーパーディバイスです。

~
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東京書籍発行籍発 思議シリーズ＋2好評mO不の

これらの図書は，書店でお求めいただくか直接東京書籍までご注文ください。
東京書籍株式会社〒114-8524東京都北区堀船2-17-1e03-5390-7531FAXO3-5390-7538

L 森林の環境100不思議’森を調べる50の方法
露鰯…"鱸皇一“鳳隻”陰繊綱目嚇辮瀞璽六學I9:欝行

卿環境知っていますか?大いなる出会いの本体1､300円十税四六判239頁

蕊雛
驚騨。 不思議を1大気と大地の接触面に森

豊謹耀購鑿撫瀬鑑 の約束事とコツをわかりやすく紹介。

平
成
十
一
年
七
月
十
日
発
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一
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年
九
月
四
日
第
一
一
一
種
郵
便
物
認
叩
（
毎
月
一
回
十
層
発
行
）

’森

嫌

篭
きのこの100不思議 の100不

ii

日本林業技術協会編集1997年発行

本体1,200円十税四六判，217頁

知っていますか？世界最大の生物は

きのこの仲間だということを1健康に
よい成分をたくさん含むきのこ。命を

奪うほどの猛嫌を秘めているきのこ。
森の妖粘「きのこ」とはいったい？

10m§思議

卸
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⑧璽
木の100不思議

日本林業技術協会編集1995年発行

本体1,165円十税，四六判，217頁

知っていますか？自然にやさしく嫌

らしに役立つ身近にある木材の豊かな
世界を1森のIPで自然環境を保って

きた木は木材となって役に立ち，士に
かえって何陛も生まれかわります。

’木の100不思議 森の動物の100不思議
日本林業技術協会編集1994年発行

本体1，165円十税，四六判，217頁

知っていますか？森に住む動物たち

のさまざまな幕らしぶりを！かたや

害獣，かたやアイドル。しかし，どん

な動物でも無意味に生きているわけで
はありません。その行動にも理1l1が…

、

第
六
八
八
号’ ’ ’熱帯

蠅苓聖｡含j

M州§11鍔

林の100不思議 続・森林の100不思議
鉛
６

日本林業技術協会編集1993年発行

本体1，165円十税，四六判，217頁

知っていますか？世界の森林が熱帯

林をII』心に減少し続けている事実を1

種の多様性とは？巨大な炭素の蓄職

ってどういうこと？椛造や扣互関係

の複雑さとは？

日本林業技術協会編集1992年発行

本体1，165円十税，四六判，219頁

知っていますか？もの言わぬはずの

木や猟がひそかにささやきあっている

事実を！広大な森林を猫成する多種
多様な樹疏。森の不思議に触れ森を歩

く，「統・森へのいざない｣。
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蝿珊’
森の虫の100不思議 土の100不思議

日本林業技術協会編集1990年発行

本体1,000円十税，四六判217頁

知っていますか？私たちの生活を磯

かにする驚くべき土の働きを！植物

とのかかわりや，土の中で起こってい

ることなど，土を取り巻くさまざまな

不思議の世界･･･

日本林業技術協会編集1991年発行

本体1．165円十税、四六判，217頁

知っていますか？'1然界の中での虫

の役割を！ほかの動物や気候風土な

どをも含めた複雑なシステムの下で栄

枯盛衰を繰り返す，森林と昆虫の不思
議な関係…

袈
些？”~■卓

100

L』、鍼…"・不思議

十
’
1

森と水のサイエンス 森林の100不思議
日本林業技術協会編集1988年発行
本体981円十税四六判，217頁

知っていますか？森と木の科学を1

ミクロの11t界から地球規模の話まで，

あたりまえのこと，正しいと思ってい

たことの愈外な事実。森の不思識に触

れ森を歩く，元祖・森へのいざない。

中野秀章・有光－登・森川靖共著

日本林業技術協会企画1989年発行

本体1,000円十税，四六判,176頁

知っていますか？地球の生態系を形

づくる森と水の働きを！水の循環過

程を追い，浄化貯留する森林の機能
を探る。本背は中蕪民国でも翻訳。
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	表1

	表2

	1999年7月号目次

	新任のごあいさつ

	論壇_九州におけるこれからの森林･林業・林産研究の展開

	特集_木の皮を探る_樹皮の不思議-見えざる構造と働き
 
	特集_木の皮を探る_樹皮を着る文化一ｱﾂﾄｳｼの世界
 
	特集_木の皮を探る_オオヤマザクラなど-樺細工
 
	特集_木の皮を探る_メグスリノキ-健康飲料等の開発 

	特集_木の皮を探る_檜皮葺

	特集_木の皮を探る_幹の樹皮を侵す4種の胴枯病

	特集_木の皮を探る_樹皮と森林害虫のかかわり

	第45回林業技術賞業績紹介_国産針葉樹の難燃化処理技術の開発・製造に携わって

	第45回林業技術賞業績紹介_渓畔林の更新機構の解明と再生に関する研究およびその普及

	第45回林業技術賞業績紹介_広葉樹林の造成・保育技術に関する研究とその普及

	第45回林業技術賞業績紹介_菌根性きのこの栽培技術の開発とその普及
 
	第10回学生林業技術研究論文コンテスト要旨_小学校における森林・林業教育のための副教材の開発

	第10回学生林業技術研究論文コンテスト要旨_カワウのコロニーにおける森林の衰退に関する研究／硬度・土質の異なる土壌におけるベニカナメモチの成長に及ぼす通気と施肥の効果

	第10回学生林業技術研究論文コンテスト要旨_玉川大学弟子屈演習林におけるカラマツおよびグイマツのニホンカラマツヒラタハバチによる5年目の被害実態

	第10回学生林業技術研究論文コンテスト要旨_夏季から秋季におけるアマゴの餌資源としての陸生無脊椎動物利用様式について

	第10回学生林業技術研究論文コンテスト要旨_森林経営支援システムの構築-GIS(ArcView)とシステム収穫表の統合

	第10回学生林業技術研究論文コンテスト要旨_桜島におけるマツノマダラカミキリの生息状況

	最新・細心・海外勤務処方箋6_プロジェクトの概念・手法：その4_プロジェクトは，ネパールの山村社会をどのように変えようとしているのか

	｢北の森◇北の風」通信4_水無月を考える

	桜井尚武の5時からセミナー1(新連載）ちょっと前の森林生態研究／統計にみる日本の林業_最近のヒノキ材価格の動き／こだま_林業技術は敷居が高い？

	本の紹介_渓流生態砂防学／美づと緑の国，日本／林政拾遺抄_森林文化教育

	協会からのお知らせ

	奥付対向

	表3対向

	表3

	表4


